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ご 挨拶

2004年新研修医制度が導入され、研修先を自由に選ぶことができるマッチング制度が始まり、

地域における医師不足や医師の偏在、さらには診療科の偏在などが表面化した。「地域医療崩壊」

の中で、最も影響を受けたものの一つとして「救急医療」があげられる。地方では、休日診療を

行う当直体制のあり方が問われている。

一方、大学における臓器別診療や専門医制度改革などに伴い、診療体系も変化してきた。近年、

病院長会議などで、「当直医が専門領域ではないという理由で救急搬送を断った」という声をよ

く耳にするようになってきた。医師教育やキャリアパス形成において専門性を重要視した結果で

あろうか？

このように、社会の改革とともに、救急体制の整備が望まれている。２年前、救急体制の実態

を明らかにするため、地域医療学センターでは、大分県の救急搬送に関する調査を行った。その

結果、搬送時間が長い地区や搬送先の決定に苦労する場合が、全国レベルよりやや多いことが示

された。現在、大分県では救命救急医療センターの整備を、大分大学ではドクターカーや救急ヘ

リの導入をはじめとして、高度救命救急センターとなるための準備を行っている。

今回のアンケート調査では、大分の救急体制はどうあるべきか、また、どのような対策を講ず

れば円滑な救急医療を行うことが可能になるかということを明らかにするため、日頃から現場で

ご苦労されている救急隊員の皆様のご意見を聞くこととした。アンケートは、救急搬送の「需要

側（患者)」「搬送体制」「供給側（病院)」の３つの観点から構成した。本アンケート結果が、大

分の救急医療改革に少しでも役立つことを祈念している。

なお、本アンケートにご協力いただきました大分県下の救急隊員の皆様に深謝申し上げます。

また、本アンケートの作成にあたり担当していただいた地域医療学センター外科分野の野口剛准

教授、上田貴威助教、秘書の佐藤未希さん、福田裕美さんに感謝いたします。

－３－

平成25年３月吉日

大分大学医学部附属地域医療学センター

ｾﾝﾀｰ長大橋京一
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I･アンケートの概要

1．アンケートの概要

－７－

【解析】

アンケート結果を次のように全体とSubclassに分けて解析した。

（１）全体

（２）Subclass解析

①年齢屑別

②経験年数別

③本書・分署別

④都市・非都市部別

Ｆ

Ｉ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
概
要

【方法。検討項目】

アンケート用紙を部署ごとに郵送し、各救急隊員に依頼していただいた。

回答していただいた後、封をして部署でとりまとめて郵送していただいた。

アンケートの質問は次の３つのカテゴリーからなり、合計４４項目からなる。

（１）回答者背景（４項目）

（２）救急隊員からみた救急患者搬送の現状

Ａ，需要側（患者側）（１２項目）

Ｂ・供給側（病院側）（９項目）

Ｃ・搬送体制（１２項目）

（３）救急搬送改善への取り組み（７項目）

【対象】

Ｈ２4年９月

大分県消防署１４本部

大分市消防局

佐伯市消防本部

竹田市消防本部

豊後大野市消防本部

日田玖珠広域消防組合消防本部

【目的】

大分県における救急患者搬送の現状を明らかにし、大分の救急体制はどうあるべきか、を明ら

かにするため、日頃から現場でご苦労されている救急隊員の皆様のご意見を聞いた。

Ｌ

別府市消防本部中津市消防本部

臼杵市消防本部津久見市消防本部

豊後高田市消防本部宇佐市消防本部

山布市消防本部国東市消防本部

杵築速見消防組合消防本部

に所属している643名の救急隊員



皿．アンケート結果

'１１ 回答者背景
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１１］回答者背景
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大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査
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11．アンケート結果

''２Ｉ 救急隊員からみた救急患者搬送の現状
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３２９ ｎ＝２５０

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査
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一
妬
亜

１４９



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

5年以下

0％

に】Ａ－４ 高齢者の軽症患者の救急搬送が増加していると
思いますか？

①非常にある

④全くない

②ある

::⑤わからない

②

③あまりない

① ③④⑤

６４１１０，＝６２４

１０％0％2％

①非常にある

①全くない

１００％

全体 9面図

２９％ ５９％

２６％

0％ ５０％ １００％

①非常にある

①全くない
I年齢層別 ②ある■③あまりない

!⑤わからない

②① ③④⑤

２４１１４，＝２１１

１１％０％2％

６１％

1２７

20歳代 罰２ １３０

６２％２５％

罰

3０１

30歳代 ７０ 1２０ １９０４，＝２１３

９％０％2％３３％ ５６％

非都市部

６０％

７０１，＝９８

７％0%1％

４０１，＝１０２

４％０%1％

40歳代 ３２ 519

３３％

２４

２４％

５９％

50歳以上 ６３

６２％

牌
一
隅

0％ ５０％ １００％

②ある．:③あまりない

瞳⑤わからない

②

Ⅱ経験年数別

腿#n=133
８％0%2％

５３１８，＝490

11％０％２％

③④⑤

２７０７，＝２５０

１１％０％3％

３７１３，＝３７３

１０％０％1％

①

３８％ ５２％

５０％

－２０－

６９

２８％

１４７

５９％

①

⑦

6年以上 泌塑目1０９

③④⑤

２９％

２mｇ

５０％ １００％0％

②ある■③あまりない

､ざ⑤わからない

②

①非常にある

④全くない
Ⅲ本署･分署別

③④⑤

５５１１０，＝５７２

１０％０%2％

９，＝５１

１８％

①非常にある

④全くない

都市部

gHm

本署 ３４０

５９％２９％

１２

２４％

Ⅳ都市部･非都市部別

分署[出張所Ｉ

５９％

１００％５０％醜１８

②ある畠.③あまりない

i⑤わからない

②

１７８

１６６



1３４ ７６

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

１３０

iｌ
卜､．‘-.

【２】 Ａ－５高齢者の重症患者の救急搬送が増加していると
思いますか？

①非常にある②ある．；③あまりない

④全くない園⑤わからない

② ③④⑤〆回答①
田
一
隅

国１７７

０％

全体 ３５５

５７％

1７７ ｎ＝６２４

３０％０％８％

－２１

２８％０%4％

１０１

５０％ １００％既I：

①非常にある

④全くない

②

②ある■③あまりない

回⑤わからない

③④⑤

I年齢層別

①

２０歳代１６

８％

３０歳代２３

１１％

４０歳代１０

１０％

50歳以上１２

２７％０％２％

ｎ＝１３３

農ﾉ橋回答
、＝４９０

０１５別５ ｎ＝２１１１１５

５５％ ３１％０％7％

５８％

５９％

181Ⅲ=2'３1１６

５４％ ３１％０％４％

１００％

、艦

１２，＝９８

;2勝回答

罰ﾛー'０２

劃０

６１％ ２６％１％２

１００％

1３０

2２０３６４

１２％ ６３％ ２２％０％3％

劃０

０％ ５０％ １００％

Ⅱ経験年数別 画①非常にある

④全くない

②

②ある：③あまりない

『.』⑤わからない

③④⑤①

5年以下２０１
８％

6年以上４１

１１％

２８４

■

１０

５７％

閏９

２８％０%5％

９，＝２５０

％〆回答
Ｒ

１９１ｎ＝３７３
：、ロ

５４％

)５４７

④⑤

２２０ 1０１

５３％

２７％０％５％

３５％

①非常にある

④全くない

②

５０％

７０

Ⅲ本署･分署別 ①非常にある

④全くない

②

②ある■③あまりない

国⑤わからない

③④⑤)⑤〆回答

国iﾛ=572
①

本署５７

１０％

０%4％

ロ

2231

1７

95劃５

①

都市部１１

８％

非都市部５０

１０％

ｎ＝５１

Ⅳ都市部･非都市部別 ②ある．;③あまりない

!.』⑤わからない

③

分署[出張所］４

８％

2３９

３３％０％2％

剛

５７％

５０％

５０％

0％ １００％

１６０

６５

２５



１００％

３５

１３５

１１４

【２】Ａ－Ｓｏ産科の重症患者の救急搬送が増加していると
思いますか？

.①非常にある②ある

④全くない目⑤わからない

③

:;③あまりない

⑤〆回答

|璽Np=624
８％

①②

１３６

④
｜
叩
一
隅

④
｜
田
一
一
認

全体 ４１５

0％６％ ６７％

４１５

0％ 5m0鵬冊 １００％

I年齢層別 ①非常にある

④全くない

③

②ある；．!③あまりない

E]⑤わからない

①② ④
師
両

⑤

’３１１ﾊ=211
１５％

３７１２，＝２１３

１７％６％

１５３，＝９８

１５％３%蝋ﾉ辰回答

７５％

20歳代０９ 1１４

０％4％

30歳代１１５

０％７％

５４％

－２２－

1４８

７９％

0％

40歳代 0M２ ７８

０％2％

50歳以上０１０

０％１０％

８０％

５０％

Ｈ

１０６１，＝１０２
１１

１０％６％

７５

７４％

１００％

0％ ５０％

６８％

①非常にある

④全くない

③

②ある③あまりない

:!⑤わからない
Ⅱ経験年数別

①②

gMgIO

⑤

ｌ４１１ﾛ=250
’6％〆回答
５６jilin=373

‘、ロ

１５％３％

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

5年以下０１１ 1３５

０％4％

6年以上１２５

０％７％

５４％

0％６％ １８％

１４

２７％

６６％

５０％ １００％醜１９

①非常にある

④全くない

③

②ある．③あまりない

I⑤わからない
Ⅲ本署･分署別

未回答
歩／
Ｉ

１，＝５７２
１J

④ ⑤
｜
粟
塞
亜

①②

本署１３４

６９％

1０４

６６％

⑤

１２ｎ＝１３３

９％,ﾉ橋回答

４０１，=490
8％

都市部１１４

１００％

分署｢出張所］０２ ｎ＝５１gH8

０％

0％４％

１％３％

非都市部０３２

０％７％

５０％

Ⅳ都市部･非都市部別

①②

：①非常にある

■④全くない

③

②ある：③あまりない

：⑤わからない

④
｜
記
凧
一
蛇
一
隅

９０

２７９

３２５



Ⅱ経験年数別 ①非常にある

④全くない

②

１１０

４４％

１２１救急隊員からみた救急患者搬送の現状

１６９

Ｉ

【副Ａ－フ．精神疾患の救急搬送が増加していると思いますか？

①非常にある②ある

④全くない：.⑤わからない

②

I③あまりない

③④⑤〆回答①
、
班
１
１

雫．Ⅱ

11,25ｉ１ｎ＝６２４
．‐Ｅ

３９％

②ある：.:③あまりない

⑤わからない

②

全体 1８５2９１

３０％２％4％47％

８３

１００％５０％0％

｢－面

1８５

①非常にある

④全くない

②

②ある．③あまりない

⑤わからない

③

I年齢層別
ア
ン
ケ④，⑤

庶同Ｗｎ=2,,
①
灼
醗

④⑤

:屈雲Mn=250
3％9％〆回答
震璽識ﾛ=373

－２３－

20歳代 1０４

卜
結
果

３１％ 3％８％49％

１００％劃､蹄

30歳代 ４７

２２％

1０２ 5６３５．，＝２１３

４８％ ２６％１％2％ Ｌ

B畷：

2％5％

1８０

40歳代 劉８ ４５ １１，＝９８

''歩回答
ｉＷｎ=,0２

２６％

２０

２０％

４６％ ２７％１％Ｉ

４７％

捌
露Ⅱ

３５％４８％

50歳以上 ４０

１００％

３７％ 1％２％

２３５

０％ ５０％ １００％

２６６

非都市部４９

１０％

②ある．③あまりない

:.⑤わからない

③①

２７

１１％

８４

２３％

’

5年以下 gYg

３３％ 3％９％

Ⅱ

11231,=490

４２％

6年以上

２６６

1０２

４８％ ２７％１％1％

７

0％ ５０％

３０％

Ⅲ本署･分署別 ①非常にある②ある．③あまりない

④全くない⑤わからない

②③④Ｑﾉ表回答①

１０４

１８％

７

１４％

5脂

①非常にある

④全くない

①

都市部

･Ｅ

２５１ｎ＝５７２
・ロ

本署

型目

1６９

1５

４７％

４９％

1％4％

４，＝５１

８％２９％

分署[出張所］

0％

③④⑤

１３０２，＝１３３

'0%0%嘘回答

１００％

Ⅳ都市部･非都市部別

５０％

３９

２６

６５

6２

１７１



①

３７

１５％

８０

２１％

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

４０

1３１

【２】Ａ－８「コンビニ受診」と思われる患者を搬送したご経験は
ありますか？

■①頻回にある

④全くない

②時々ある

⑤わからない

②

③ほとんどない

③④⑤〆回答

壷調#扉､=624
13％２%4％

①
而
既
１
１

１３９

５６％

全体 ３８６

師2N路

6年以上

0％ ５０％ １００％

①頻回にある■②時々ある③ほとんどない

④全くない：;⑤わからない

② ③

１４’１１９

５６％１９％

I年齢層別

④⑤〆回答
ｎ

ｌ２１６１ｎ＝２１１
Ⅱ

6％８％

①

２２

１０％

１００％

20歳代

５０％

３１６

30歳代 sH8 1３１ １９１６，＝２１３

９％０％３％２６％

２２

２２％

１７

１７％

６２％

－２４－

40歳代 7０ ５１，＝９８

５％1％

ロ

５１，＝１０２
m

７１％

0％

50歳以上 罰８ １３０５

１３％０％５％６５％

５０％

１００％0％ ５０％

輯③ほとんどないⅡ経験年数別 ①頻回にある

の全くない

②時々ある

..⑤わからない

② ④⑤〆回答

113唾ﾘiﾊー250
５％６％

厩iliiiIﾛ=373
９％０％3％

③
一
“
両

５６

１００％

１5年以下

６４％

都市部

配
一
四

2４６

６６％

非都市部６７

１４％

０％

分署[出張所］３

６％

②時々ある

.:⑤わからない

②

③ほとんどないⅢ本署･分署別 ■①頻回にある

④全くない

③④⑤′に回答
ｉ』

７１１４２６２，＝５７２
ｐ

１２％２％5％

①
隅
耐

３８％

本署 ３４５

６０％

５０％0％

７０１，＝５１

１４％０％2％

４０

７８％

５２％

１００％

Ⅳ都市部･非都市部別 ②時々ある③ほとんどない

！⑤わからない

②

瞳①頻回にある

④全くない

① ③④⑤

１０２２，＝１３３

８%2%29iﾉ|ﾐ回答

jl2擁#n=490
２％5％

６９５０



5年以下 1６４

【２１救急隊員からみた救急患者搬送の現状

6３

【２】Ａ－９．『タクシー代わり」のような患者搬送のご経験は
ありますか？

■②時々ある．.③ほとんどない

.…⑤わからない

②

■①頻回にある

の全くない

③④＠床回答①

３５６１０４

２１％

８ｕ

:23;8リ、二二624
4%1%0％

全体 ４２０

５０％

『

６７％２８％

Ⅱ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

７４

１００％０％ ５０％

:①頻回にある

④全くない

②時々ある

:.:⑤わからない

②

③ほとんどないI年齢層別

③④､赤回答

画6ｉｎ=2,,
5％3％0％

①

４８

２３％

図5M目

20歳代 1４６

６９％
Ｌ

６８％ 3%0％

３０歳代 7４ 1３５ ４，＝２１３

６３％ ２％

５，＝９８

５％

叩

↓‘O111n＝１０２

３５％

１００％

５１％

40歳代 5mｇ

３１％

２０

２０％

６４％

1４６

|剛
4%0%1％

－２５－

５０歳以上 ７６

７５％

１００％

0％ ５０％ １００％

Ⅱ経強箕ﾖ数別 ‘①頻回にある

の全くない

②時々ある．③ほとんどない

!⑤わからない

②① ③④

１２６，＝２５Ｃ

5%294ﾉ|そ回答

③④＠床回答①

３８２

非都市部

２７％ ６６％

４７％

,p

11Wn=373

2%④〆回答
F､-.！ロ

i21泊１，＝４９Ｃ
、、１１１

４％1％

6年以上 1０５

1６０

２８％

③

２８％

１２

２４％

0％

０％ ５０％

２，＝１３２

Ⅲ本署･分署別 ①頻回にある

④全くない

②時々ある③ほとんどない

i⑤わからない

②

分署[出張所］

都市部

：・ロ

l2118Wn=572

蔵目

３７

本署

２，＝５１

３８２

７３％

６７％ 4％1%0％

①頻回にある

④全くない

①

②時々ある③ほとんどない

.;⑤わからない

②

７３％

１００％

４％

５０％0％

Ⅳ都市部･非都市部別

１７２

６７

５０

６８



罰目

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

1３７

１９３

【２】Ａ－１０。「コンビニ受診」「タクシー代わり」のような
患者搬送は増えていると思いますか？

.①強く思う

の全く思わない

②思う

':⑤わからない

②

③あまり思わない

③④⑤〆回答

１０２１獄｡=624
16％0％３％

①

①

１０２

全体 3３１

２８％ ５３％

－２６－

０％ ５０％ １００％

I年齢層別 i①強く思う

④全く思わない

②思う

⑤わからない

②

③あまり思わない

①
娼
而

③④⑤

３７０８，＝２１１

１８％0％４％

0％

20歳代 1２３

５８％

５０％

6年以上

30歳代 ７８ ２８０５，＝２１３

１３％0％2％

１８Ｍﾛ=９８
'8％’%'勝回答
'９鰯｡='0２

1０２

３７％ ４８％

１００％

５５％

40歳代 9mｇ ４５

３４％ ４６％

１１５

２３％

50歳以上 １８

１８％

６１

６０％ １９％0％3％

卯
一
慨

１００％0％ ５０％

①強く思う

④全く思わない

②思う

．:⑤わからない

②

:③あまり思わないⅡ経験年数別

③④⑤

４４０１１，＝２５０

１８％０%4%〆回答

58画剛ﾛ=373
１６％２％

2６８

5年以下

１１４

６３

２３％ ５５％

本署 ３０３

1９３１１４

５２％３１％

非都市部

１００％0％ ５０％

③あまり思わない．①強く思う

■④全く思わない

①

②思う

..;⑤わからない

②

Ⅲ本署･分署別

④⑤〆回答

]職ﾛ=572
0％３％

③
’
四
一
厩
一
吃
諏

４３％ ４７％

③④⑤

１１０２，＝１３３

８%0%2勝回答

罰獄｡=490
0%3％

都市部

1６１

５３％２８％

１１

２２％

５７

分署[出張所］ 2８ ｎ＝５１

５５％

5Hｇ

５０％ １００％0％

②思う

:⑤わからない

③あまり思わない

②

①強く思う

④全く思わない

①

1V都市部･非都市部別

１７２



即 1５ｎ＝２５０

〕％,ﾉ'ﾐ回答

9藤､=373

【２１救急隊員からみた救急患者搬送の現状

５１

に】Ａ－１１．患者が救急車を要請してきたとき、救急搬送の必要
ある患者か否かの判断（トリアージ)をする施設(セ
ンター）は必要だと思いますか？

①強く思う

①全く思わない

②思う：③あまり思わない

．(5)わからない

② ③ ④⑤〆回答

ifi蕊#ﾛ=624
3％６％

①
｜
雁
唖

－２７－

２０

非都市部７１

１４％

全体 闇､９

２８％４５％

２６０

１００％０％ ５０％

①強く思う

④全く思わない

②

②思う③あまり思わない

;⑤わからない

③ ④⑤

l年齢層別

①

２４

１１％

３２％

３８％

７２３20歳代 6N目 2３ｎ＝２１１

'％〆回答

頓'｡＝2'３
２％4％

1個｡=98
2％4％

副９

３２％ 3％１１％４２％

1７４

５０％

5４３０歳代 ４７ 副目

２２％ 46％

４２

２５％

２３

２３％

４４

40歳代 ２７

都市部

２８％ ４３％

９３

④⑤

剛:｡='3３
３%2咳回答
ｒ三・咽

12...86；２，＝４９Ｃ
Ｌ.Ｆ龍一．:ロ

Ｉ 231iﾛ=10250歳以上１７

１７％

５０

４９％

裂９

２８％２％３％

６８

０％ ５０％ １００％

Ⅱ経験年数別 ①強く思う

④全く思わない

②

②思う：③あまり思わない

|⑤わからない

③①

３２

１３％

８３

④⑤

;塵
3％１０％

２２８

④⑤〆回答

J5蕊|#n=572
3％６％

問｡=5’

5年以下 1０５

４４

１００％

４２％

３３％

③あまり思わない

③

３２

２４％

’6年以上

罰

９Kｇ

２２％ ４７％ ２５％２％３％

別路

０％ ５０％ １００％

Ⅲ本署･分署別 ①強く思う

④全く思わない

②思う

画⑤わからない

②

③あまり思わない

③

分署[出張所１

①
睡
醗
７
醗

210

２９％２％７％４７％

’本署 ２６０ 1５３

４５％ ２７％

１９

1４１

2％８％

②思う

⑤わからない

②

３７％ ３９％

①強く思う

④全く思わない

①

１００％0％ ５０％

Ⅳ都市部･非都市部別

１７４



①

5年以下１８

７％

6年以上４１

１１％

５０％

１９

１６７

１

に】Ａ－１２「コンビニ受診」「タクシー代わり」を回避するため
に、救急搬送の有料化が必要だと思いますか？

①強く思う

④全く思わない

②

②思う

.⑤わからない

③

，③あまり思わない

⑤〆回答

雷i｡=624
６％

①
顕
醗

④
｜
師
両

１１３

全体 １５９

２５％

2８０

４５％

４４

DM蹄 ５０％ １００％

I年齢層別 ①強く思う

④全く思わない

②思う

'⑤わからない

③

i③あまり思わない

④①

20歳代１０

５％

30歳代１６

８％

40歳代戸

②
綱
既１

⑤

１６ｎ＝２１１

８％

１６ｎ＝２１３

８％

回T1=98
8％29咳回答

感，=,o２
１４％

１０９

２２％

9mｇ 妬
一
認４７％

９９

－２８－

8fｇ 1０６ ２２

１０％２５％ 副0暇:

1０５

空
一
理

聖
一
翌

４４

４５％

０％ ５０％

50歳以上１１

１１％

４３ 9， に
一
四３０％４２％

１００％

副０

１００％０％

の強く思う

④全く思わない

②

②思う

爵⑤わからない

③

!③あまり思わないⅡ経験年数別

⑤

1８ｎ＝２５０

７％鰻'iﾐ回答

画ﾛ=373
５％

④
｜
｜
幻
一
隅

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

４７％

1１３５４

２２％ ４５％

副
一
四

本署

’ 1６７ 如
一
一
隅

１４０

２４％

４５％２８％

３２

１００％0％ ５０％

②思う

⑤わからない

③

:③あまり思わない①強く思う

④全く思わない

②

Ⅲ本署･分署別

⑤〆回答

鰯Ｉ｡=572
６％

ロハ=5’
６％

④

８１

１４％

６

１２％

①

５５

１０％

３７％

1９

麺610

④⑤

Ei‘:。='33
5%5%〆回答
感Ｗｎ=490
＆室三_加

７％

４５％

①強く思う

④全く思わない

②

３８％

分署[出張所］４

８％

1９

②思う．:(3)あまり思わない

:.:⑤わからない

③

３７％

３８％

１００％５０％０％

Ⅳ者B市部･非都市部別

①

都市部２０

１５％

非都市部３９

８％

５１

２２８



９３％

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

に】Ｂ供給側(病院側）

－２９－

帽】巳｡供給側(病院側）

5７９

■ｈ

【２】Ｂ－１．現場から患者受入の病院照会は、どのようにして行っ
ていますか？

②所轄消防署からの指示①現場より自ら直接(電話)連絡する

③その他

① ②③〆回答
９．m

i23il5In=624
4％２％

自ら連

「

怨朽の状態により

全体 而
一
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の

L

>臨機応変に対･処しています。

１００％罰､鵬19０％

>「①現場より''1ら11'〔接（遮話）連絡する」と「②所樵消防鍔かＩ

併用（、＝８）

>かかりつけ等がある場合は鍔よりの指示であるが、忠朽の状態Ｉ

絡を行うケースもあり。

>思考側から連絡してあるので確認をとって搬送することがある。

>救急隊授が現jﾙから11'〔接地話連絡する。

>消防料の捕院逃走をまず行い、現場判断で変災することも多い。

I②所幡消防等からの指示」☆「その他」

（、＝１３）

の内容：



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

【２】Ｂ－１．現場から患者受入の病院照会は、どのようにして行っていますか？

l年齢層別

20歳代

30歳代

①現場より自ら直接(電話)連絡する

③その他

①

1９５

９２％

1９２

９０％

②所轄消防署からの指示

②③〆回答
９５５，=211
国

4％2％

5％

40歳代 ９mｇ９３

Ｉ

８２ｎ＝２１３
ｐ

4％

ロ

３１１，＝９８
１１

３％1％

50歳以上

０％

Ⅱ経験年数別

９５％

9Kｇ

９７％

副0鵬冊

①現場より自ら直接(電話)連絡する

③その他

①

5年以下 ２３２２３２

6年以上

０％

Ⅲ本署･分署別

本署

分署[出張所Ｉ

恥18

Ⅳ都市部･非都市部別

都市部

非都市部

、脇

９３％

3４６

９３％

５０％

①現場より自ら直接(電話)連絡する

③その他

①

５２８

９２％

罰０

９８％

５０％

①現場より自ら直接(晒話)連絡する

③その他

①

1３０

９８％

４４８

９１％

５０％

－３０－

②所轄消防署からの指示

②所轄消防署からの指示

②所轄消防署からの指示

、§ﾊー,０２
0%1％

１００％

②③〆回答
･１１４３，＝２５０

４％2％

12111,=373
3％3％

１００％

②③〆回答

23噸｡=572
4％2％

、 ｎ＝５１

0％2％

１００％

②〆回答
ｎ

１２ｎ＝１３３
ロ

③1％

2215§｡=490
4％3％

１００％



② ③
妃
両

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

部９

【巳】Ｂ－２現場から患者受入の病院照会で、いずれの病院とも
了解がとれずに困った経験はありませんか？

②時々ある

!⑤わからない

②

③ほとんどない(1)頻回にある

④全くない

④⑤〆回答

i'0霞､=624
2％4％

③
｜
叫
両

①
幻
醗

②時々ある：:③ほとんどない

⑤わからない

全体 ４３４

一
Ⅱ

２５ 〔1２
２

７０％

－３１

１００％０％ ５０％

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

:①頻回にある

①全くない

②時々ある：.③ほとんどない

:.⑤わからない
I年齢層別

④⑤〆回答

６１８１３１｡=211
3％９％

‐，Ⅱ

２４３:４１２，＝２１３
』、

１１％１％2％

１５ロハ=9８
１５％１％

③
細
雨

①

20歳代７

３％

30歳代１８

８％

40歳代１２

②

１００％

1３７

６５％
Ｌ

５０％

’1６２

７６％

0％

７０

厩
一
ｍ
｜
唖

７１％

７０％

５０％

２５ 〔1２
２

50歳以上 ６５

６４％

ｎ＝１０２

２５％０％

疋
一
唖

１００％０％ ５０％

④⑤〆回答

噸#｡=133
2％４％

]埴;n=490
２％3％

Ⅱ経験年数別

①

５年以下９

４％

①頻回にある

の全くない

④⑤〆回答

画20141｡=250
4％８％

偽ロ

５６１２３，＝３７３
Ｆ、

１５％０%1％

２７３

３４４

６７％

1６０

６４％

２％

非都市部４４

９％

6年以上３８

１０％

密Wfg

７３％

部９

０％

③
王
珂

１００％

Ⅲ本署･分署別 ②時々ある

:⑤わからない

②

（１）頻回にある

④全くない

③ほとんどない

④⑤〆回答

ﾘ掴in=572
2％3％

;画､=5,
2％６％

①
犯
祁
５

③
配
厩
三
１
認

－
１
２

都市部８

本署 ４０２

７０％

0％

分署[出張所］ ３１

１０％ ６１％

②

５０％ １００％

1V都市部･非都市部別

①

の頻回にある

④全くない

②時々ある

.』⑤わからない

③ほとんどない



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

【２】Ｂ－３現場から患者受入の病院照会に応じてもらえないこと
の多い時間帯はいずれですか？（複数回答）

全体

ｳｲー ｸデｲの日勤帯①国4％

ウイークデイの夜間帯②’１２７１２０％

休日(土日祝日)の日勤帯③|唖''2％

休日の夜間帯④ ３１８ ５１％

わからない⑤'’１１５１１８％

ロ ５０％

l年齢層別
□２０歳代□３０歳代回４０歳代□５０歳以上

ｳｲーｸデｲの日勤篇①需順
ウイークデイの夜間帯②

h謀.２，

休日(土日･祝日)の日勤帯③’ 司碁鞠
休日の夜間帯④

わからない⑤
＝95,,

ロ

Ⅱ経験年数別

ｳｲーｸデｲの日勤帯①P男2２

ウイークデイの夜間帯②
1４４４４

１２６

休日(土日･祝日)の日勤帯③|’’4７

休日の夜間帯④

わからない⑤
1４４

恩

1４１

’４５

能デｂ
届

6W２
l３ｂ

5ｍ

□5年以下□6年以上

部目

'１１２

７１

1００

－３２－

|只只

1００

２００

ｎ＝６２４

１００％

ｎ＝６２４

１１５

ｎ＝６２４

図､賭



２００

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

910咽

【２１Ｂ－３．現場から患者受入の病院照会に応じてもらえないことの多い時間帯はいずれです

力'？ （複数Ｍ群）

Ⅲ本署・分署別
口本署口分署（出張所） ｎ＝６２４

ｳｲーｸデｲの日勤帯①Hデ2Ｅ

Ⅳ都市部・非都市部別

１１３
ウイークデイの夜間帯② 『

ｎ＝６２４

■■'１４
而
些
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

休日(土日祝日)の日勤帯③h弓
1６８

'３９

Ｚ９Ｈｅ
休日の夜間帯④

＝'２５

８８

1０３
わからない⑤

画'１１
Ｌ

'６３

３

－３３－

§ 1００

副@ｍ

口都市部口非都市部

２【､【、

ｳｲーｸデｲの日勤帯①｜詩2７

'７１

わからない⑤

ウイークデイの夜間帯②

1００

休日(土日祝日)の日勤帯③陛

一'２２
gU２

休日の夜間帯④
２４７



①内科系の具体的診療科（n=１５）

診療科･名｜口I答数

②外科系の具体的診療科（､=111）

診療科名Ｍ答数

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

－３４－

に】Ｂ－４現場から患者受入の病院照会に応じてもらえないこと
の多い診療科はいずれですか？（複数IⅢI群）

全体 ｎ＝６２４

内科系①回6％

外科系②’１６３126％

産婦人科③回8％

小児科④「厨司'3％

眼科･耳鼻科など⑤’１３４１２１％
(いわゆるマイナー科）

その他⑥’１３８１２２％

わからない⑦「ﾃ而司'6％

７
２
３
２
１

、 ５０％ １００％

１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２

２１

０
３
３
１
１
１
１
１

８
２

⑥その他の具体的診療科（n=134）

診療科名回答数

精神科

歯科

脳疾患

当直医の専門外の診療科

多岐の診療科日で

内科以外すべて

犯罪が絡む特殊事例

複数の診療科が関Ij。

①②③④⑤すべて

すべて

医療全般

特定できない。

循環器内科

消化器内科

心療内科

神経内科

婦人科．

整形外科

脳神経外科

外傷系

心臓血管外科

形成外科

|｣腔外科

小児外科

泌尿器科



【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

１２】Ｂ－４．現場から患者受入の病院照会に応じてもらえないことの多い診療科はいずれです

力'？ （複数'III群）

I年齢層別
□２０歳代□３０歳代□４０歳代□５０歳以上

鵬13内科系①■＝
＝|~７

外科系②

産婦人科③Ｉ

小児科④’

葬塁ご’

－，２５３２
と1,9…,３

眼科・耳鼻科など⑤
(いわゆるマイナー科）

二L28

Zf4z§

その他⑥

わからない⑦

Ⅱ経験年数別

昌墨ヨ,ｏ

ロ

弓３０

言語~29‐

／

'４偶

6４

５４

副９

７１

5畑

□５年以下□６年以上

内科系①’’1３１２６

外科系②

産婦人科③

小児科④

眼科・耳鼻科など⑤
(いわゆるマイナー科）

その他⑥

わからない⑦

一1１４'１４

1２１

§

３６

1３８弓陪

４３

3３

'４０

EHｇ

－３５－

'５５

Ｈｇ

1００

1０１

９７

1００

ｎ＝６２４

ｎ＝６２４

1０８



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

１２】Ｂ－４．現場から患者受入の病院照会に応じてもらえないことの多い診療科はいずれです

力'？ （複数1,1群）

Ⅲ本署・分署別

内科系①b-ｺ

外科系②
一'１５

産婦人科③佑

小児科④

眼科・耳鼻科など⑤
(いわゆるマイナー科）

その他⑥

わからない⑦

Ⅳ都市部・非都市部別

’’７

■'６

ー'１１

’’７

目

内科系①P-§

外科系②
＝弓１１７'１７

産婦人科③P-E

小児科④

眼科・耳鼻科など⑤
(いわゆるマイナー科）

その他⑥

わからない⑦

軍'１０

画亜函'１６

日

口本署口分署（出張所） ｎ＝６Ｐ４

'３５

1４７

1４６

7４

l陽Hｇ

1２７

９４

5nＱ 1００ 1５０

口都市部口非都市部 ｎ＝６２４

’３３

1４５

'４４

７３

'３０劃０

1０４

愚

gH5

5YＯ 1００ 1園、

－３６－



６１％919W目

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

－３７－

Ｕ

【ＥｌＢ－５現場から患者受入の病院照会に応じてもらえない理由
で最も多い理由はどれですか？（複数回答）

全体
ｎ＝６２４

満床で入院ができない①「元－１'2％

Ｌ

F

面
且
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

専門科（医師）がない．②
治療ができない

その他⑦届3％

>理111がわからない。

>理111も杵げられずに断られる。

し､I1IIl1:医師のサジ加減次第と思う。

>脳神維外科、盤形外科など科の(IIiりがあり、ｌｌＩｌｊ〃が診れないなど。総合病院

がない。

>付き添い群がいないと診てもらえない。

わからない③|鰯'6％

医師が手術中.治療中で③回7％対応ができない

患者が

かかりつけではない④国4％

検査ができない⑤ロ2％

医師が不在である⑥|圃'9％

５０％ １００％§

☆「その他」の内容：>粘神科は診れない。

（、＝１３）レルｌｉ神疾旭がある傷病若

し外傷系は無理

し三次医擁機関だから

し施設で手術ができない

し脳若家族と巡絡がとれない時など

＞輪需制野番でない。

＞､11番ではない等



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

【２】Ｂ－５．現場から患者受入の病院照会に応じてもらえない理由で最も多い理由はどれです

力'？ （複数回答）

I年齢層別
□20歳代□30歳代回40歳代□50歳以上

満床で入院ができ芯い①辱示xf韮
専門科（医師）がない．②
治療ができない

繍熱治療中で③湾ル．

…つけでばない④鹿…，
患者が

検査ができ葱い⑤陛，
医師が不在である⑥Ｅ志二照２０

‐~１１

モの他⑦馬，

わから蔵い③際
目

Ⅱ経験年数別

満床で入院ができない①’

専門科（医師）がない．②
治療ができない

',要

繍顛向治療中で③巳当3．
患者が

かかりつけではない④巴,５

検査ができない⑤吟８

zIg

医師が不在である⑥Ｐ－１里,4，

その他⑦巴,，

わからない③R戸3’
圃

l１ｎＱ

一・罵隈６７

51, 1００

□5年以下□6年以上

1１３８

1００ zIOI、

－３８－

ｎ＝６２４

1４０

1５０

ｎ＝６'４

２４５



その他⑦旧'６

わからない③H夢3３

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

－３９－

【２ｌＢ－５、現場から患者受入の病院照会に応じてもらえない理由で最も多い理由はどれです

力'？ （複数'111答）

Ⅲ本署・分署別
口本署口分署（出張所） ｎ＝６２４

満床で入院ができない①hで
'６６

2００

F

而
些
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

専門科（医師）がない。②
治療ができない

Ⅳ都市部・非都市部別

91592

＝'３０

烈憾乱治療中で③6=4．
患者が

かかりつけではない④Ｐ２３

検査ができない⑤巳９
Ｌ

医師が不在である⑥結5６

916m

専門科（医師）がない．②
治療ができない

§ 1００

図0ｍ

３００

ロ

口都市部口非都市部 ｎ＝６２４

満床で入院ができない①ロ1二5７

1Ｇm、

'８１

３０１

瀦噸仇治療中で③田3②
患者が

かかりつけでは怠い④巴,６

検査ができない⑤限

医師が不在である⑥P－１砦４９

その他⑦Hf,２

わからない③円2８



①

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

４１

４０％

２１３

【２】2ｌＢ－Ｓ、責地区の医師の平日の当直体制は整備されていると
思いますか？

‘①強く思う

④全く思わない

②

②思う

⑤わからない

(3)あまり思わない

③ ④⑤〆回答

401蕊|iﾛ=624
6％９％

①

８６

、路

全体 ９ 函Ⅲ０

1％ ４３％ ３９％

１６０

０％ 51@El9 １００％

I年齢層別 |①強く思う

④全く思わない

②

②思う．:③あまり思わない

:⑤わからない

③ ④
未回答
メ／
ロ

３，＝２１１
ロ

① ④
｜
ｍ
認

８０

－４０－

０％

20歳代 ９５ 7０

0％

30歳代７

３％

４５％ ３３％

ロ

２，＝２１３
m

５０％

４％

gW2 gN0

３８％４３％

６

１００％

1％

40歳代１ ４２ ４６ ｎ＝９８

6％３％1％ ４３％ ４７％

1％

１０魂、=102
塁・』Ｅ１

１０％３％

３８％ ４３％

’50歳以上０

０％

Ⅳ都市部･非都市部別

①

都市部７

５％

４５％

２１３

５０％ １００％

■①強く思う

④全く思わない

②

①強く思う

④全く思わない

②

②思う

⑤わからない

③あまり思わない

③ ④

Ⅱ経験年数別

⑤〆回答

郷Ｈｎ=250
14％

国.、ハー373
8％５％

④

1１

1８４ 諏
一
鑑

非都市部２

5年以下４ １１３

４５％ ３３％

④
｜
詔
河

盤冊

①強く思う

④全く思わない

６５％

6年以上５ 1６０1５６

４３％

本署Ｃ

４２％

916

１００％0％ ５０％

2％

②思う

⑤わからない

③あまり思わない

③

Ⅲ本署･分署別

⑤〆回答

151＃n=572
ｉ９％

回｡=5’
1％１０％

①

０％

②思う．:③あまり思わない

⑥わからない

②

０

2５４

３７％

1６

４４％

2％

③
｜
配
耐

分署[出張所］

１００％

④⑤〆回答

蝿§｡=133
2％５％

４９５，＝４９０

１０％

0％３１％ ５７％

５０％

２９

２４２

４６

２１２

８２



①強く思う

の全く思わない

２６２

５２6２

【２】Ｂ－フ．責地区の医師の休日の当直体制は整備されていると
思いますか？

③あまり思わない①強く思う

①全く思わない

②思う

⑤わからない

③
未回答
メダ

|iiiﾛ=624
④
｜
元
一
隅

⑤
｜
死
亜

①②

⑤

３７

１５％

４６

１２％

２８７

全体 1２ 1６４

5年以下１

Ｆ
2％２６％ ５０％

、
』
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

６１

0％ ５０％ １００％

①強く思う

④全く思わない

②

②思う

|⑤わからない

③

(3)あまり思わないI年齢層別

⑤〆回答

３４掴ﾛ=211
１６％

２２１６２，＝２１３

１０％８％

① ④
｜
型
一
隅

５５％

２０４

20歳代４ ６５ gｈ

２％

30歳代７

３％

4o歳代'１
１％

３１％ ３８％
Ｌ

５０％ １００％

副５ ｌｌｌ

２６％

２１

２１％

５２％

①強く思う

④全く思わない

Bf2 １２２，＝９８

１２％２％

ロ

１２４２，＝１０２
１１

１２％４９６

６３％

１１１

⑤〆回答

I雪in=572
9％

回ﾛ=5’
８％

50歳以上０

０％

２３

２３％

局１

６０％

－４１

０％ ５０％ １００％

Ⅱ経験年数別

配
一
既

②思う

⑤わからばい

③

．③あまり思わない

未回答
ム／

'｡=25Ｃ
①② ④

｜
酔
耐

2％

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

２７％

９

１８％

1園５

7４

０％

6年以上１１

３％

３０％

９０

２４％

４４％

１００％

ｐ

１９３ｎ＝３７３
，

５W１

１０２

２１％

２６２

５０％

0％

ｎ

５ｎ＝４９０
ｍ

１％

非都市部１１

２％

Ⅲ本署･分署別

３９％

②思う

⑤わからない

③

③あまり思わない

２７

① ② ④

６０

１０％

１０

２０％

0％

５３％

本署Ⅲ

后彪

219WＩ

０％

４７９ｆ

５０％

’
2％

１００％

分署[出張所Ｚ

Ⅳ都市部･非都市部別

①

①強く思う

④全く思わない

②

劃３％

②思う：③あまり思わない

i⑤わからない

③

５０％

〆回答
２，＝１３３8耀都市部

３１５

１１０



Ⅱ経験年数別 ■①頻回にある

④全くない

③

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

２４

【２】Ｂ－Ｓｏ救急告示施設が多いために照会する施設の選択に難渋
したというご経験はありませんか？

:.①頻回にある

④全くない

②時々ある

⑤わからない

③ほとんどない

未回答
ム〆
国

８，＝６２４
同

①②

１６３

⑧ ④
｜
叩
一
劃

⑤
－
だ
一
四

未回答

五。=250
〆回答

醗､=373
４％

全体 3３７

0％１０％ ５４％

1２０

0％ ５０％ １００％

I年齢層別 ..①頻回にある

④全くない

③

②時々ある

⑤わからない

③ほとんどない

未回答
』〆①②

20歳代０１０

④ ⑤

５８％

０％７％

6年以上１４６

１％１２％

６６％

:ｎ

ｇｎ＝２１１
』ロ

‘易ﾐ回答

９７ 犯
一
一
隅

罰

0％５％ ４６％ ２９％

６２

２９％

５１％

１２３，＝２１３

６％

２２１，＝９８

２２％１９２亥|ﾐ回答
１６ｉ;ｎ=102

麺

１６％１％

30歳代０１５

０％７％

４０歳代１１８

１％１８％

50歳以上０２０

０％２０％

５７％

５０％

’８Ms 鰯２

副７％

①頻回にある

④全くない

８mｇ

６２％

－４２－

0％ ５０％ １００％

６３

０％

②時々ある

⑤わからない

③ほとんどない

④①②

5年以下０１７

⑤

６１

２４％

９３

２５％

’
③

５０％ １００％

４７

１９％

８W目

４８％

Ⅳ都市部･非都市部別

①②

都市部０１９

０％１４％

非都市部１４４

０％９％

５５％

四
一
一
認

0％

②時々ある

:⑤わからない

③

１００％

③ほとんどない

②時々ある．③ほとんどない

;⑤わからない
Ⅲ本署･分署別

①②

本署１５７

０％１０％
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｜
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１５９畳、=133
国

１１％７％

~'６６§Ⅷ=49Ｃ
１３％

1３８
｜
厩

５０％

ｎ＝５１2４

0％

47％ ２５％

１００％

２４９

１２１

２１６

３１３



３４６
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ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

'２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

－４３－

【巳】Ｂ－ｇｏ患者搬送時間の延長の原因は、次のうち、どのような
理由だと思いますか？（多いもの２つまで選択）（複数'111答）

全体
ｎ＝６２４

蔑駕鷺④回9％

救急隊の患者病態⑤国6％判断の遅延

病院の受入体制の不備① 3４７ ５６％

顎諦鵜②

患者の処置⑥|－５１－''3％

潅騰照る⑦匝9％

Ｐ

５５％

◎その他

＞忠符搬送体|雌

し常洲群

＞①②④⑤⑥⑦のうち複数が11tなるj乃合

その他③回7％

わからない⑨国4％

患者・患者家族の希望③’１５２124％

◎救急体制の問題

＞救急件数増加に伴う救急隊員の不足

し救急隊のマンパワー不足

し救急隊の処侭拡大

し救急事案が多発し搬送が重複した場合

し出動件数の増加

＞情報収集・蛎務の複雑化。救急_!'』の大型化ｃ

>独ＡＩ;将等の情報収集

＞‘IIIi報聴取

Ｌ

５０％

☆「その他」の内容：（、＝１３）

◎地理的問題

＞搬送距離が災い（瓶似２件）

し病院まで遠い（揃似５件）

＞交通事情

し病院がない

＞病院が近くになく収拝できない。

＞病院までの道のり

＞地珊的問題

し告示病院までの距離

＞符轄が広い。

>符内に受入できる病院が少ない。

搬送距離が憂い。

＞近くが駄'1だと必然的に逆〈の総合病院

になるから。

＞車と現場が離れている場合など

し受入病院が遠方

◎病院側の問題

＞ごく一部の医師の協力ｲく足

修軽症・中等症患者の専門科の対応（患者、病院側の希望）

し智外の転院・転科が多いため。

>行政の救急医療への不備

>旋接医師と連絡をとらず、受付、薪護師をまたぐから。

＞精神科受入体制の不備

＞精神疾患の患者対応での時間延長

＞他符轄の救急隊が出場中のためのフォロー

し地域の病院不足

＞病院選定

＞防災センターや事務員の電話取次が不適切。

ロ １００％



1００

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

1５０

【２】Ｂ－９．患者搬送時間の延長の原因は、次のうち、どのような理由だと思いますか？

（多いもの２つまで選択）（複数'''I群）

I年齢層別

病院の受入体制の不備①

□20歳代□30歳代回40歳代□50歳以上 ｎ＝６２４

１３２

6,6

|ｑＱ

Ⅱ経験年数別

病院の受入体制の不備①

皆6，

l１ｎＲ

n＝６２４

雪溺臨②
1２６

1００

’

EY§Ｆｂ
４

５「
配
Ｉ

1圏息

患者・患者家族の希望③ 陽M頭
３陶

病院照会の指示．１－，１楢．２０
情報伝達の不足④|i難，

繊慧隊の慧書病態⑤葬り。判断の遅延

一._二３４
．－」Ｚｌ

患者の処置⑥ｌｌｌ,..噌，３
－上……･２５

鱈驚鴇る⑦二Lf……‘
｜ＺＵ

モの伽'二悪｢浮曜

謹劃わからない⑨

－４４－

ロ

患者・患者家族の希望③

ロ

図@1９

震繍袈る⑦巳穿

その他③Ｅ=皇2ア

わからない⑨用1５

□5年以下□6年以上

闇３患者の処置⑥’

１２５

２２１

蜜鰯I;鵜②

巴
丑
④
⑤

．
能
》

示
足
病

指
不
者

の
の
患
延

会
達
の
遅

照
伝
隊
の

院
報
急
断

病
情
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判

1１２０

副裂５

８４

'６８



1００

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

２００

【２】Ｂ－９．患者搬送時間の延長の原因は、次のうち、どのような理由だと思いますか？

(多いもの２つまで選択）（複数回答）

Ⅲ本署・分署別

病院の受入体制の不備①

口本署口分署（出張所） ｎ＝６２４

口都市部口非都市部

３１８

＝'２９

ｎ＝６'４

ﾛ

蜜鰯懸②

劃９

３１８

■亜胃'２８

－４５－

1４０
患者・患者家族の希望③

’’１２

４
５
帝
評
④
⑤

．
能
画

示
足
病

指
不
者

の
の
患
延

会
達
の
遅

照
伝
隊
の

院
報
急
断

病
情
救
判

３００

蕊驚鴇る⑦6戸5．

その他③Iデ３，

わからない⑨'二2』

zIOIQ

gⅡ@1９

1００目

gIOIO

Ⅳ都市部・非都市部別

病院の受入体制の不備①

憲言の処置⑥{ヱ]6．

鱈騰鵜る⑦巴f;］

その他③巴３０

わからない⑨隅2，

堅
み
④
⑤

．
能
》

示
足
病

指
不
者

の
の
患
延

会
達
の
遅

照
伝
隊
の

院
報
急
断

病
情
救
判

'１０２

1６９

２７陽

蜜溺臨②
'５０

患者患者家族の希望③’



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

幅】Ｃ､搬送体制

１２】Ｃ－１．患者搬送で最もご苦労されることは何ですか？

全体

搬送先の決定① ３３４

患者の処置③|鰯'9％

患者･患者家族への対応④「弄司'2％

救急車の運転⑤|鯛'7％

その他⑥愚2％

わからない⑦§’％

☆「その他」

（、＝８）

Ｏ

の内容：

５０％

，医師の対応

＞遠隔地（病院が遠い）（類似２件）

ｂ思考さんの容態の変化

し患者の搬送拒芥

>記録を素早く記赦すること。

>桁神疾悠慰者の搬送

し雛力Ｍ、陥耐

－４６－

５４％

ｎ＝６，４

１００％



目

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

5１０

【２】Ｃ－１．患者搬送で最もご苦労されることは何ですか？（複数Ｍ群）

I年齢層別
□20歳代□30歳代□40歳代□50歳以上 ｎ＝６２４

１２９
I只属

Ⅱ経験年数別

1００

搬送先の決定①
里』§し,6４

騨雛達②帖蛎言嘉=ョ

憲書の処置③津'が2．

1国９

』

一
旦
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

一-'二……３１

患者患者家族への対応④造喧|'z二Z。
ー－ １３５

救急車の運転⑤Ｉ'｣＆ Ｌ

￥の他⑥解

わから悪い⑦陣6‘

－４７－

２００1００ロ

憲害患者家族への対応④ヒーf43

救急事の運転⑤R＝3７

'１０６

□5年以下□6年以上 ｎ＝６２４

その他⑥巴,，

わからない⑦店

搬送先の決定①
２２７

騨溌達②Ｅﾕ竺

憲者の処置③Ｐ塁

'５４



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

''２】Ｃ－１．患者搬送で最もご苦労されることは何ですか？（複数回答）

Ⅲ本署・分署別

搬送先の決定①
一'３０

騨謡達②5＝

患者の処置③I＝5２

口本署口分署（出張所）

1８２

患者患者家族への対応④hz＝

救急車の運転⑤5戸３８

その他⑥Ｐ'５

1７３

わからない⑦H７
§

1V都市部・非都市部別

搬送先の決定①
＝＝'４２1４２

篭麓鑑達②Ｅ当弱

患者の処置③{Ｌ5．

患者患者家族への対応④巳ﾖｫｮ

救急軍の運転⑤E当３，

その他⑥I皇i,３

わからない⑦６８
図

1００ 図､、

口都市部口非都市部

１回０ 2００

－４８－

n＝６２４

３０４

３５２

3００

ｎ＝６２４

ZHeH2

３００



5年以下 眉

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

１９０

吟

【２】Ｃ－２.これまで、いわゆる「患者のたらい回し」状態に
なったご経験がありますか？

②時々ある．③ほとんどない

⑤わからない

③

①頻回にある

④全くない

② ④⑤〆回答

65灘､=624
10％２％

①

３３％

－４９－

４４

全体 ９ ２７８ 2N815

一
言
ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
Ｌ

①

４１％1％ ４４％

８２

５０％ １００％０％

.①頻回にある

④全くない

②

②時々ある

⑤わからない

③

③ほとんどないI年齢層別

① ④
｜
狸
耐

⑤

■｡=2'’
ｊ３踊赤回答

'８獄ﾛ=2'３
８%3%〆回答

３９％４８％

20歳代 ２ ５mｇ 9M目

1％３０％ ４６％

1％

３３％

３０歳代４ 1０２ 呂擢

２％ ４８％ ３８％

１９Ｃ２３４

2iln=９８
：ロ

§'溌回答
３０１，＝１０２

40歳代１ 乱０ 郡ｅ ２

１％

50歳以上２

２％

６１％

５３

５２％

３４％ ２％Ｉ

１００％

４２％ 3％0Ｗ

２５６

0％ ５０％ １００％

Ⅱ経験年数別 .①頻回にある

④全くない

②

②時々ある

⑤わからない

③

③ほとんどない

⑤〆回答

罫｡=250
３%茨回答
18艶、=373
理、

③

④
｜
々
雨

７非都市部

６５

0％

gFg 1０９

1％

４９％

４３％

(3)ほとんどない

④⑤〆回答

１９＃n=133
'4％’蛎候回答

4613io=490
９％３％

6年以上６ 1９４

空１９ ５２％ ３９％ 5％２％

４０％

０％ ５０％ １００％

Ⅲ本署･分署別 ①頻回にある

④全くない

②

②時々ある

⑤わからない

③ほとんどない

③ ④⑤〆回答

601蕊｡=572
10％２％

①

2％

６階

本署 ８
％１

２５７

４５％

溺醐

４１％

４４

分署[出張所］１ ２１ 2４ ５，＝５１

１０％2％

副0ＭＷ

４７％

５０％

0％ １００％

Ⅳ都市部･非都市部別

①

都市部２

:①頻回にある

④全くない

②

②時々ある

(5)わからない

４３

１４７



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

Ｉ

【２】Ｃ－Ｂｏ救急搬送に関するマスコミの報道をどのように
みていますか？

全体

真実が多く好意的である①回7％

虚偽が多く嫌悪感を抱く②同5％

客観的にみている③ 3３２ ５３％

(複数Ｍ溶）

ｎ＝６２４

憤りを感じる④国4％

見ないようにしている⑤画3％

なんとも思わない⑥「５５－]'o％

その他⑦国4％

わからない③’７９１１３％

☆「その他」

（、＝２３）

１０

の内容：

５０％ １００％

Ｐ大袈裟

>公平に伝えていない（救急隊にも事情がある)。

>画一的な情報。現状への肯定と否定のIlij方の'1で見ていない。

>厳しい現実を知らない。

>時に好意的な内容もあり、険悪な内容もあるように思える。

し真実を見てほしい。

，軽症・重症は後でないと分からないこともある。

>報道が事実のみで、対応方法等が伝えられていないので、市災が不安になっ

ていると思われる。

陰報道そのものが少ない。もっと特集を組んでもらいたいと思う。

》報道で知り得た情報で無理な注文や文句を言われることがしばしばある。

>本音と建前という部分も多く見られると感じています。

，勿論事実も報道しているが、救急現場の隊典にしかわからない理由で止むを

得ず行ったことも一方的にバッシングするので、それについては砿りを感じ

る。

ｂ理想論（現実はそうはいかない）

>マスコミ対策で苦労する。テレビ局はとてもしつこく感じが悪い。

レマスコミの意見も一理ある。そのような意見を受け止め救急搬送に活かした

いｏ

＞ｎ分ならどのような対応するかを考える。

>「たらい1,'し」という文言に疑問を感じる。

惨当局からのアピール不足

，現状のＰＲを！

＞タクシー代わりに使用している人が多いことを報道してほしい。

＞内容次第

>複雑な心境

，何とも･言えない。

－５０－



1００

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

1５０

１２】Ｃ－３．救急搬送に関するマスコミの報道をどのようにみていますか？（複数1,1答）

I年齢層別
□20歳代□30歳代回40歳代□50歳以上 ｎ＝６Ｐ４

戸１ク

真実が多く好意的である①蜜蝋…'７

鰻偽が多く蛎感を抱く②罵応

ｎ＝６２４

Ｆ･

【
且
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

真実が多く好意的である①ＥＬ当3．

虚偽が多く嫌悪感を抱く②Ｐｊ１９

ｌｌｎｌ

１１患
客観的にみている③

型?6２

’…じる④霞野

員恋いようにしている⑤爵・
’３３

芯んとも思わない⑥上Lh','：
ＦＩ４

その他⑦隈3''７

わからない③鼎'。’喝2引

Ｌ

２１６

ﾛ 劃、

憤りを感じる④田急

見ないようにしている⑤F|：

なんとも思わない⑥’

Ⅱ経験年数別
□5年以下□６年以上

３
２
３
３１

その他⑦円9６

２００

'１１６
客観的にみている③

－５１－

」４２
１３７

1００ロ

わからない③’



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

【２】Ｃ－３．救急搬送に関するマスコミの報道をどのようにみていますか？（複数回答）

Ⅲ本署・分署別

真実が多く好意的である①｢再４５

虚偽が多く嫌悪感を抱く②'二戸3２

客観的にみている③
’’２４

憤りを感じる④Ｆ２２

見ないようにしている⑤Ｅ叫

芯んとも思わない⑥'－１７１５８

その他⑦Ｆ2３
１６９

わからない③L,,。
目

Ⅳ都市部・非都市部別

真実が多く好意的である①E二当３６

虚偽が多く嫌悪感を抱く②偶2７

客観的にみている③
７Ｉ'７１

憤りを感じる④巴2．

見ないようにしている⑤巴,４

なんとも思わ芯い⑥座４５

その他⑦ｌ－ｌ１９１７

わからない③I~''ｏ ｌ６ｇ

目

口本署口分署（出張所） ｎ＝６？４

３０７

1００ ２００ gＩＱｍ

口都市部口非都市部 ｎ＝６２４

図制０

１０Ｃ 2ｍ＠ 3００

－５２－



､

【２１救急隊員からみた救急患者搬送の現状

５０％

１６５

【２】Ｃ－４.現行の救急隊員の数は足りていると思いますか？

②足りている

i⑤わからない

I③やや不足している

④

①十分足りている

(心不足している

③ ⑤〆回答①②

７９２

１％１５％

§iln=624

⑤〆回答
画ロ

§!ｎ=250
2%〆回答

全体 １裂訓

２％３５％ ４７％

５４

１００％５０％０％

３６

『

Ⅱ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

②足りている

⑤わからない

勺,十分足りている

④不足している

③

!③やや不足している

④

l年齢層別

⑤

５，＝２１１

２%塵ﾉiﾐ回答
叩

弓Ｉｎ=213

'94床回答

副n=98
3%〆回答

①

20歳代i■
０％

３０歳代４

２％

40歳代2１
２％

50歳以上０７

②

３９

１８％

３４

１６％

１２

１２％

216幅２００

9mｇ9mｇ

３９％ Ｚ３９％

１１２

ｌＯ７

鋤 ９ｍ

４３％３８％
Ｌ

－５３－

１００％

2M９ 罰

５０％

３０％ ５２％ 愚

１１
％

①十分足りている

④不足している

③

０％

616 ｎ＝１０２

0％７％２６％ ６５％ Ｉ

1％

０％

４１％

１００％

Ⅱ経験年数別

①②

５年以下２５１

１％２０％

①十分足りている

④不足している

②足りている．<3.>やや不足している

⑤わからない

5４

④
｜
弘
一
》

③

２７％

1０７

４３％

５３％３４％

ｎ＝４９Ｃ

６
ロ

２，＝３７３
Ⅱ

6年以上５４１

１％１１％

１１２ ２０７

３０％ ５５％ 2％

劉8mｇ

0％ ５０％ １００％

Ⅲ本署･分署別

①

本署６

１％

分署[出張所］１

２％

1９

②足りている

!⑤わからない

③やや不足している

④ ⑤〆回答②

８３

１５％

９

１８％

1１

３６

３７％

#n=572図OIO 層16程

３５％ ４７％ 2％

1６５２５６

０％１１％

１００％

溺昌 ｎ＝５１

.(1)十分足りている

の不足している

②

４３％

明

?！

０％ ５０％

：③やや不足している1V都市部･非都市部別

①

都市部５

４％

非都市部２

②足りている

．:⑤わからない

③ ⑤〆回答

識､='33
3%〆回答

④
｜
翠
諏

２７

２２０



５０％

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

ロ

４９２
。、

1％２％

８３

【２】Ｃ－５現場に行ったときに、一次。二次･三次救急の判定の
難しさを感じたことはありますか？

■①頻回にある

①全くない

■②時々ある■③ほとんどない

回⑤わからない

② ③④⑤ 〆回答

#｡=624
①
弱
既

２６４

１７％１％１３％

全体 ３８９

６２％

1２１７６９

１９％１％１１％

’2’Ｗｅｇ

０％ ５０％ １００％

l年齢層別 ■①頻回にある

④全くない

②

②時々ある：畠③ほとんどない

11⑤わからない

①

20歳代１３

６％

30歳代１３

６％

③④

掴珊
２２％０％

⑤
印
諏

－５４－

!ｎ=211
未回答
Ａ〆

１，＝２１３

未回答
メ〆

１，＝９８

１Ａ未回答

1０１

４８％

０％

４２闇Ⅳ4２３１７1３７

６４％ ２０％５’％8％〆回答
０１１

１８３１１，=98

18％３%19ｳﾉ槙回答

１１５１M｡=102
１５％0%1％

５０％

40歳代４ 画

４％

50歳以上５

５９ｆ

７２％

１００％

910

７８％

６２％

１００％0％ ５０％

:!①頻回にある

④全くない

②

②時々ある．，③ほとんどない

回⑤わからない

③④⑤

Ⅱ経験年数別

未回答
ｊ／
ロ

１，＝２５０

未回答
メ／

&ｎ=373

①

5年以下１１

9W目

5１５６０

3０６

1２４

２０％１％ 鍛
一
加
一
醗

４％

6年以上２４

６％

１０９６６４

８２囲個8２７６３

３５７

ｎ＝４９０

７１％

’

１００％５０％０％

‘①頻回にある

④全くない

②時々ある(3)ほとんどない

：.(5)わからない

② ③④⑤

Ⅲ本署･分署別

未回答
』／
ﾛ

３，＝５７２
，

①

本署３３

６％

分署[出張所］２

Ⅲ
１
１

1０９６６４

６３％

1％１１％

ｎ５１ｐ=5１
２％１０％

６２％ 畔
一
、
｜
認

３％

非都市部３１

６％

１００％

副２

５０％

４％

６２％

Ⅳ都市部･非都市部別

①

都市部４

０％

■①頻回にある②時々ある．③ほとんどない

④全くない：』⑤わからない

② ③④Ｏﾉ情回答
３８０６２，＝１３３

２９％０%594ﾉ|ﾐ回答



gFg

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

未回答
虫〆

溌､=250
未回答
虫〆

璽#n=373
５％

１８２

に】Ｃ－６－次。二次。三次救急の判断と異なり、病院間輸送を
強いられた経験はありますか？

②時々ある国③ほとんどない

；尋わからない

③

①頻回にある

④全くない

②
未回答
ム／
ロ

５，＝６２４
、

④
｜
田
一
慨

⑤
｜
的
一
隅

①

１

．③ほとんどない

非都市部

’全体 2４９ 淫gF2８

一
一
且
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
一

1％ ３７％４０％

４９

１００％0％ ５０％

I年齢層別 ①頻回にある

④全くない

②

②時々ある

!⑤わからない

③

|③ほとんどない

⑤〆回答

４’ｉﾛ=2'’
’9％〆回答

2’’201#n=2'３
'0％９％〆回答

①

20歳代３

④
｜
墾
一
一
鴎

1９２

３７％

5浬咽８

1％ ３６％ ２９％

４３％

ｉ

30歳代１ 8４ 9Ms

0％ ３９％ ４０％

3％

３７

3７ 回‘:ハー98
7%3%〆回答
『･里.:？、

５１５１，=102
5％５％

40歳代２ ４８

2％ ３８％ ４９％

８５

４２％

50歳以上２

２％

５２

５１％

３７

３６％

－５５－

０％ ５０％ １００％

Ⅱ経験年数別 i①頻回にある

④全くない

②

．①頻回にある

④全くない

②

②時々ある

⑤わからない

③

４

① ④
｜
弘
凧

⑤
｜
幅
耐

４９8碗

5年以下５

１００％５０％

2％ ３３％ ３０％

０％

本署

３７％

6年以上 目 1６６ 1５６ 配
・
秘1％ ４５％

1％

３９％

０％ ５０％ １００％

Ⅲ本署･分署別 凧①頻回にある

④全くない

②

②時々ある．:③ほとんどなし、

:,⑤わからない

③ ⑤〆回答

|隠蕊蕊｡=572
６１１％

2反両｡=5１

① ④
｜
弱
一
隅

1％

④⑤〆回答

１４６ｉｎ=133

''％５％〆回答

’６８%､=４９０
，１３％

淫目

目 轡2脂 ２１１

0％

４０％ ３７％

②時々あるロ③ほとんどない

国⑤わからない

③

分署[出張所］ 、

須
一
一
厩

４％１２％

麹０

1８２

４５％ ３９％

１００％０％ ５０％

Ⅳ都市部･非都市部別

①

都市部４

７６



飢路

９２

２７

１５０１８１５０

’【２】Ｃ－フ， 患者搬入中に投薬の必要Ｉ性を感じたことは
ありますか？

』①頻回にある

④全くない

②

②時々ある③ほとんどない

ﾛ⑤わからない

③ ④⑤
未回答
ム／
ロ

５，＝６２４
Ⅱ

①

－５６－

未回答
衣／
四

s、＝２５０
国

未回答
ム〆

!#n=373

全体 1４ ２８７ 1５０１８．１５０

２％ ４６％ ２４％３％２４％

0％

0％ ５０％ １００％

l年齢層別 :①頻回にある

④全くない

②

③ほとんどない②時々ある

園⑤わからない

③ 〆回答
１，＝２１１

未回答
メ〆

２，＝２１３

未回答
上〆

１，＝９８

未回答

① ④
｜
川
諏

⑤

５０％

９０

３６％

’
１
Ⅲ

20歳代 ２ ８Kｇ ４０

１９％

7４

１％

30歳代７

３９％ ３５％

１００％

2％

９M目 5８３４５

3％ ２７％１％４６％ ２１％

２１１３１
１％１３％

港2１９

５０％

40歳代２ 5階 図５

2％ ５６％ ２６％ 2％１３％〆口答

，Ｂｉルー1o２
１８％

②時々ある③ほとんどない

!⑤わからない

③ ④⑤

■’１３２１７１３９
２３％３％２４９〈

Ⅲ本署･分署別

50歳以上３ ５１ ２２７

3％ ５０％ ２６％２％

47％

１００％

３５％

１０２

２１％

５０％

③ほとんどないⅡ経験年数別 ..①頻回にある

④全くない

②

②時々ある

園⑤わからない

③

５１

２０％

２４％

１１

２２％

① ④
、
甥

⑤

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

４６％

’5年以下 勤屋5年以下３

１％

6年以上１１

’

３７％

３％２７％

分署[出張所］

７５８

％１６％

1６９

3％ ５３％ ２７％２％

2提 Ｉ

１００％0％

i①頻回にある

④全くない

②

０％

４７

末回答
去〆
回

５，＝５７２
園

①

1５１３１非都市部１１

本署１ ２６５４

４３％

２％

３３％

⑤
｜
喝
耐４４％

§

④

ｎ＝５１ロ

Ｍ
１、

都市部３

2％

５９

３
０

答
３
答
９

銅
査
屑
麺
〆
唇

Ⅱ
２
１
１
３
Ⅱ

１００％

２％

2％

５０％0％

②時々ある：③ほとんどない

⑤わからない

③

I①頻回にある

④全くない

②

Ⅳ都市部･非都市部別

①

９９

１７



5年以下 1４３

{２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

１６２

【巳】Ｃ－８救急車出動の際、救急車出動要請のあった電話連絡
から得られた患者情報の共有（救急隊員との間）は
十分だと思いますか？

．.①現行のままで十分だと思う

型③全く十分だと思わない

①

(2)あまり十分だと思わない

④わからない

② ③④〆回答

麺20卜､=624
6％３％

『
且
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

Ｆ

」

５０％

１１６

全体 119mｇ

２６

３５９

３２％ ５８％

－５７－

0％ ５０％ １００％

I年齢層別 ①現行のままで十分だと思う

.._③全く十分だと思わない

①

②あまり十分だと思わない

④わからない

② ③④〆回答

I§''#｡=2'’
3%59咳回答

鰯雲､=213
8%29咳回答
,_~孟一胃１１

１１０，１３１ｎ＝９８
竺望雪一一EＩＩ

３７

１００％

１20歳代 1２４

３２％ ５９％

５０％０％

30歳代 『､５ 1１３

３５％ 5m醗照

6年以上

51誰冊

40歳代 5３

'0％3%彦侯回答３２％ ５４％

５８％

３３％

Ⅱ

５１！ｎ=102
5％１％

５０歳以上 ２６ 8mｇ

２５％ ６８％

酌醒

０％

③扉回答
.、

９２，＝１３３
ｍ

１００％

Ⅱ経験年数別 ．①現行のままで十分だと思う

.:③全く十分だと思わない

①

②あまり十分だと思わない

④わからない

② ③④〆回答

§12:n=250
3％5%〆回答

:j墾坤､=373
８％２％

③④〆回答

璽噸､=572
6%3%〆回答
感１，画、=5，

1６２

②あまり十分だと思わない

④わからない

②

非都市部

３３％ ５７％

７%④′ﾐ回答

雪20ｉｎ=49Ｃ
６％４％

本署

１１６ ２１５

６４％

３１％

５７％

２８％

0％ ５０％ １００％

Ⅲ本署･分署別 ：①現行のままで十分だと思う

．:③全く十分だと思わない

①

②あまり十分だと思わない

④わからない

②

．①現行のままで十分だと思う

．.』G)全く十分だと思わない

①

分署[出張所１

８５

３１

３２７

３２％

６１％２７％

３７

麹堰

0％ １００％

1V都市部･非都市部別

6％２％

都市部

５０％

３１

６７

1４

８３

１８５



5年以下

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

1６６

1４２

に】Ｃ－ｇ、リアルタイムでの患者搬送先候補となる病院に関する
情報の共有は必要だと思いますか？

①強く思う

④全く思わない

②思う

i⑤わからない

②

1③あまり思わない

③④⑤〆回答
回

68261Ｍｎ=624
11％０％4％

①
｜
、
｜
厩

③④⑤

２７０２６

１１％０％7％

全体 ４１３

６６％

0％

0％ ５０％ １００％

l年齢層別 ．①強く思う

①全く思わない

②思う

⑤わからない

②

i③あまり思わない

④⑤易ﾐ回答

国｡=2'’
）０%8％

２０１６３，＝２１３

９％１％

．Ⅱ

１１０２１，=９８
１１％２％

902iln=102
９％0％2％

①

３７

１８％

４１

１９％

１８

１８％

１３

１３％

③
｜
記
醗

５０％

20歳代 1溜呂

６１％

6年以上

30歳代 1４２

６７％

１００％

40歳代 6Ks

６７％

７７

７５％

50歳以上

６５％

０％ ５０％ １００％

①強く思う

④全く思わない

②思う

!⑤わからない

②

．③あまり思わないⅡ経験年数別

未回答

#〆
３，＝２５Ｏ
Ｂ

①

１９

１４％

９０

１８％

①

３７

１５％

７２

１９％

３１７

－５８－

３７７

６６％

非都市部

41191,=373
11％２％

３７７

６６％

７１％

１００％０％ ５０％

①強く思う

④全く思わない

②思う

|⑤わからない

②

，③あまり思わないⅢ本署･分署別

③④⑤〆回答
Ⅱ

６０１２６６，＝５７２
ｕ

１０％０%7％

８０１，＝５１

１６％

①

１０２

１８％

７

１４％

都市部

本署

１００％

６６％

９５

分署[出張所Ｉ ３５

６９％

画③あまり思わない

０％ ５０％

Ⅳ都市部･非都市部別 I①強く思う

の全く思わない

②思う

::⑤わからない

② ③“昼ﾐ回答

１５鯉｡=133
１１％0%2％

５３１２４５，＝４９０

１１％５％

２４６



）〆回答
麺:ﾊー250
}％

5:211,=373

①
｜
釦
両
一
幅
雨

１２１救急隊員からみた救急患者搬送の現状

8N§

【２】Ｃ－１０．救急の情報のやりとりに、もっとＩＴの技術の導入
をすべきだと思いますか？

'①強く思う

の全く思わない

②思う

.⑤わからない

③あまり思わない

③④⑤』ﾉ'ﾐ回答

’５４１i畷iﾛ=624
①

７８

１３％

②

④

１
０％

全体

⑤
｜
巽
一
唖

３２４

③
串
面

５２％ ２５％１％９％

１０７

面
且
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

－５９－

０％ ５０％ １００％

l年齢層別 ①強く思う

の全く患わない

②思う：:③あまり思わない

!⑤わからない

③④ ⑤〆回答

国ロ=2'’
１４％

画ロ=2'３
１％８％

①

２９

１４％

２８

１３％

１１

１１％

１０

１０％

② ③
狸
耐

5年以下

20歳代 1０７

５１％ 0％

非都市部

L

０％５％

'６４９：
1％１０％

30歳代 1０７ 副５

５０％ ２６％

帥

５３％ ２７％１％6％

40歳代 5N§ 陽M８ ｎ＝９８

５４％ ２７％３％４％

５０％ １００％

Ｒ

１１ｎ＝１０２
ロ

50歳以上 5７ gｈ 0３

５６％ ３０％ 3％

１００％

0％ ５０％ １００％

Ⅱ経験年数別 ①強く思う

①全く思わない

②思う

⑤わからない

|③あまり思わない

3６０６

５０％

②

ｎ＝４９０２５１

２７％

１１８

２４％

本署 3０２

1２８

５１％

５４％

５３％

6年以上 1９６

②①
｜
而
耐
一
団
一
四

０％

０％

ロ

２１１＝１３３
，

７２

Ⅲ本署･分署別 ①強く思う

の全く思わない

②思う

⑤わからない

③あまり思わない

④⑤!fﾉ膿画答
549ルー572
１％９％

１１６１１｡=5１

①
｜
汚
既

② ③
｜
唖
鋤

｜

③あまり思わない

③、⑤ムノ'ﾐ回答

2％１２％

都市部

５１％

①強く思う

④全く思わない

分署[出張所］３

６％

２１

４１％ ３７％

1V都市部･非都市部別 ②思う

⑤わからない

0％ 51,Ｍ； １００％

９９

１９



７６％

％

０
％
１
９
回
回
②
③

な
能
化

速
可
速

迅
が
の
迅

る
ジ
へ
の

よ
｜
関
送

に
ア
機
搬

師
リ
療
者

医
卜
医
患

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

剛

Ｉ

【２】Ｃ－１１．ドクターカーの利点はどのようなことだと
思いますか？ (複数'１１１答）

全体
ｎ＝６２４

わからない⑥両2％

迅速な救命処置が可能① ４７２

>傷病将と医師の接触がIILいｃ

>111期の医師による処lift

１００％

救急隊員の負担軽減④国4％

その他⑤６’％

の内容’☆「その他」

（、＝２）

園 ５０％



1００

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

1国０

【２】Ｃ－１１．ドクターカーの利点はどのようなことだと思いますか？（複数'111答）

I年齢層別
□20歳代□30歳代回40歳代□50歳以上 ｎ＝６２４

１７０

Ⅱ経験年数別

■臨握

迅速な救命処置が可能①
ﾛ§例/ｂ

笥闇瀧②当ｒ

灘溌選化③郭…2．

救急隊員の負担軽減④段，

モの伽陸↑

”から恋い⑥勝
図0ｍ

庁

冠
ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

Ｌ

1ＲＲ

§ 5Ｃ

－６１

３００園 ２００

□5年以下□6年以上 ｎ＝６２４

1００

'１８８
迅速な救命処置が可能①

陽Hglg

笥闇需醗②｜’雷§

蕊麓錨速化③ｎ‘,3§

救急隊員の負担軽減④巴帽

その他⑤限

わからない⑥Hｆ



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

{２】Ｃ－１１．ドクターカーの利点はどのようなことだと思いますか？（複数Ｍ群）

Ⅲ本署・分署別

迅速な救命処置が可能①
－１４０

罰閏繍②6房５，

蕊麓認運化③{=“

救急隊員の負担軽減④Ｐ２’

その他⑤9５

わからない⑥店
ﾛ

1V都市部・非都市部別

迅速な救命処置が可能①

罰湾繍②巳当5．

塞麓鐙速化③巴当妬

救慧隊員の負担軽減④侶2．

その他⑤Ｈ４

わからない⑥隈
ﾛ

口本署口分署（出張所） ｎ＝６２４

４３２

1００ 陽1０１０ 91019 ４００

口都市部口非都市部 ｎ＝６２４

lｌＯＯ1００

３７２

1００ 図OIO 3００ ４００

－６２－



時間単位で

救命処置が必要な時②回9％

麓蕊認③

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

－６３－

【２】Ｃ－１２ドクターヘリの要請は、どのような時にすべきだと
思いますか？（襖数M群）

全体
ｎ＝６２４

分単位で

救命処置が必要な時①

患者が希望する時④＃ｏ％

６６％４１０

その他⑤Ｅ３％

「

一
旦
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

>111奥など

陰.'､症度

＞坂症忠荷と思う時。緊急を要する時。

＞緊急性が商<、かつ搬送距離が災い時。

＞現場での処侭の必要性。三次への搬送。

レー刻も早く医師に引き継ぐため。

>救急隊の判断

＞通報時に砿症と判断した場合

＞入電時の状況による。

>いろいろな条件を含む

し場所によって分かれる。

わからない⑥§’％

154１２５％

Ｌ

５０％

の内容Ｉ

１００％ロ

☆「その他」

（、＝１１）



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

１２】Ｃ－１２．ドクターヘリの要請は、どのような時にすべきだと思いますか？（複数lIIl答）

I年齢層別

分単位で

救命処置が必要な時①

□20歳代□30歳代□40歳代□50歳以上

時間単位で’･……２１１１／

救命処置が必要なH寺②片一さ!’

’巳

彫….ｂｂ

＝４８可 ５７麓鱈農③ 臣＝|感９

霊書が希望する鴫④#…Ⅷ

モの他⑤厳き‘
わからない⑥

Ⅱ経験年数別

分単位で

救命処置が必要な時①

麓蕊照③

隈
……．（~）

ﾛ

憲書が希望する時④'１

その他⑤階,２

わから芯い⑥9４
§

風目 1００

□5年以下□6年以上

'１５８

'６３

９１

1００

－６４－

２００

ｎ＝６２４

１１父７

1４５

1園、

ｎ＝６２４

２５２



Ｌ

【２】救急隊員からみた救急患者搬送の現状

－６５－

に】Ｃ－１２．ドクターヘリの要請は、どのような時にすべきだと思いますか？（複数同答）

Ⅲ本署・分署別

分単位で

救命処置が必要な時①

口本署口分署（出張所） ｎ＝６２４

§

３８Ｉ

ー'２９

鰯簿必要芯時②6戸5．

２０個

鶴繍:⑥

910101００

1割目

面
』
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

■'１５

患者が希望する時④峠

R'５

１？

その他⑤

わからない⑥

４００３０個

４０Ｃ

分単位で

救命処置が必要な時①

恩 1【@胴

Ⅳ都市部・非都市部別
口都市部口非都市部 ｎ＝６２４

憲者が希望する時④ｆ２

その他⑤唱,．

わからない⑥に
EI0I9

'５４

３園８

繍麗必要芯時②日当4＆

麓薦:③’，8‘
’６８



ｎ．アンケート結果

lＢＩ 救急搬送改善への取り組み



．①強く思う②思う(3)あまり思わない④全く思わない

① ②③

５７

１０２

(､5.)わからない

④⑤

旧】救急搬送改善への取り組み

－６９－

【Ｓ】－１．二次・三次医療施設から毎日、患者受入可否情報を定時
に集中し、搬送順位を決定するｌＴを利用した!|吉報オペ
レーターセンターが必要だと思いますか？

一
言
且
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
．

'３１救急搬送改善への取り組み

：①強く思う

①

６６

１１％

②思う：③あまり思わない

②

３２６

５２％

④全く思わない

③

⑤わからない

④⑤ 未回答
ﾑ／

ｎ＝６２４

罰目

'７全体 1５９８１５N目

２５％１％９％

１００％

0％ ５０％ １００％

.;①強く思う②思う回③あまり思わない

① ②

④全く思わない画⑤わからない

③④⑤
I年齢層別

未回答
彦
･ロ

９
．m

５３％

０％

20歳代 １８

９％

２２

１０％

１３

１３％

１３

１３％

1０２ ５７０３１ ｎ＝２１１

４８％ ２７％０％ １５％

側耐ハー2'３

Ⅲ本署･分署別 ﾖ①強く思う②思う．.⑥あまり思わない

① ②

30歳代 1１０ 5K５

５２％ 26％３％８％

．

２１２４１，＝９８
，

２１％２％４％

未回答
メ〆
国

６，＝５７２
両

40歳代 517M

５８％

ｎ＝４９０1１３４５８６
、

■

１，＝１０２50歳以上 5７ ２５０６

５６％ ２５％０％６％

５０％

０％ ５０％ １００％

Ⅱ経験年数別

５３％

2９７

未回答
産〆
国

ｇｎ＝２５０
国

1４４７５４

５２％

5年以下１６

６％

1擢脂

麺610

２３３

５１％ ２７％１％１３％

９１６２５#n=373
２４％２％７％

非都市部

6年以上５０

１３％

1９７

’

２５％１％９％

０％ ５０％ １００％

3％４％9％

５４

１１％

④全く思わない

③

<5>わからない

④⑤

’
３４％

6M目

本署６４

１１％

５０％

1２都市部

④全く思わない．．(5)わからない

③ ④ａﾉﾐ回答
園

４５１，＝１３３
１９

２７％２％８％

L4-E｡=5’

２３％１％１１％

分署[出張所］２

４％

zJg

５７％

Ⅳ都市部･非都市部別

０％ ５０％ １００％

①強く思う②思う：(3)あまり思わない

① ②

１４

４５



1２４

４％

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

1７８

【Ｂ】－２電話による患者からの救急車の搬送要請の際、救急搬送
の必要'性のある患者か否かを判断するトリアージ基準を
法令化するべきだと思いますか？

‘①強く思う

④全く思わない

②

②思う

!⑤わからない

:③あまり思わない

⑤彦展回答
画

６９ｍ、=624
11％

①
｜
死
醗

③ ④
一
訓
諏

1４７

３９％

全体 1９０ 函画

３０％ ４３％

１００％

0％ ５０％ １００％

l年齢層別 ①強く思う

①全く思わない

②

②思う

..(§)わからない

③

③あまり思わない

）⑤〆回答

１３０§n=211週

６１４％

１２２２２，＝２１３

６％１０％

５６１，＝９８

５％６％

＝ロ

６１１１，＝１０２

｝％１１％

①

20歳代’4Ｉ
７％

３０歳代２４

１１％

４０歳代９

９％

50歳以上９

９％

④
’
８

②思う

!⑤わからない

４８

２３％

1０８

4％５１％

③

１９０

819 8４

３９％３２％

i③あまり思わない

５０％

３５

３６％ ４３％

①強く思う

④全く思わない

②

１００％

３８ 3７ ６
｜
研３７％ ３６％

３５

０％ ５０％ １００％

②思う

.:⑤わからない

③

③あまり思わないⅡ経験年数別

①

５年以下１７

７％

６年以上３９

１０％

①強く思う

④全く思わない

② ⑤〆回答
３７§ｎ=250

面

１５％

２１３１＃n=373
6％８％

④

,【:宙

０％

５９

２４％

３８

１０８

５０％

４４％３０％

３
一
一
砿

2４

３５％

２７１

非都市部

0％

２１７ 記
既

１００％

５０％

Ⅲ本署･分署別

①

本署５２

９％

分署[出張所］４

８％

④⑤〆回答

28162＃n=572
5％１１％

’７，｡=５１
ｉｍ

ＩＥ

ｉ１４％

７％

②思う③あまり思わない

!⑤わからない

③

０％

■■1７８

４３％３１％

１２

２４％

①強く思う

④全く思わない

②

Ⅳ都市部･非都市部別

４０％

４７％

－７０－

④⑤〆回答

ら鰯Ｉﾛー'3３

５０％

３３％

1４６

4％６％

届

６１６，＝４９０
コ

１２％

都市部

①

２２

１７％

３４

４４ ５３

1３１

２４６

４２



g、

ｌＯ１1０５

－７１

【Ｓ】－３患者を支援する「住民相談窓口」「救急相談センター」
などをインターネットで運営することが軽症患者の搬送
の減少につ芯がると思いますか？

①強く思う

④全く思わない

②

②思う

!⑤わからない

③あまり思わない

③

４

酷
唾
未
〆
排

⑤
罰
眺

①
｜
墨
既

④
｜
犯
既

１００％５０％

全体 2Zgll図8Yｇ

0％

３４％

Ⅱ４１％ ３７％

４４％

ア
ン
ケ
ー

０％ ５０％ １００％

l年齢層別 ①強く思う

④全く思わない

②

②思う：.③あまり思わない

l⑤わからない

③

卜
結
果

１
３

２

酷
副
副
兜
ｍ

未
〆
に
脂
に
に

㈹
噸
州
圃
跳
個
細
田
榊

①

20歳代、１
５％

30歳代１６

釦
一
既

４２％

９幅

４４％
Ｌ

３９％

２１４

6４

８１ 旧
一
肌８％

４０歳代１３

１３％

50歳以上１３

１３％

３８％ ３８％

非都市部３９

８％

1３０

３８

３９％ ３７％

Ⅱ

４８％

４６

②思う

・⑤わからない

４５％ ２９％

３３％

0％ ５０％ １００％

Ⅱ経験年数別 ①強く思う

④全く思わない

②

②思う

:⑤わからない

③あまり思わない

③ ④⑤〆回答
；品”.・・p

10i職§ｎ=250

①

5年以下１５

６％

6年以上３８

(３】救急搬送改善への取り組み

②思う

i⑤わからない

1０５ 1０１

③あまり思わない

③

４０％ ４％６％

罰.霞
8％５％

④⑤〆回答

回'34＃㈹=572
6％６％

■:，。=5’
６６％

４４

1５３

①
叫
而

ｎ＝３７３

１０％ ４１％ ３５％

都市部

０％ ５０％ １００％

Ⅲ本署･分署別

①

本署４８

８％

分署[出張所］５

１０％

①強く思う

④全く思わない

②

２３７

２１

①強く思う

④全く思わない

②

％

５
０－

１００％

４１％ ３７％

３
０

答
３
９

回
１
４

未
》
に
に

㈹
回
蝿
画
僻

:③あまり思わない

③

５０％

Ⅳ都市部･非都市部別

４１％ ３１％

、路

１６

８３

３６

８２

２１４

1６６



２５％

■■

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

５０

【Ｂ】－４．佐賀県で始めたｌＴを利用した情報共有システム
「ｇｇさがネット」を知っていますか？

①良く知っている②聞いた事はある③初耳である

② ③
未回答
上／
ロ

『ｎ=624

①
訂
班

陽ZgW1

全体 １８６

３０％

叩
一
》

1２４

0 ％５０％

①良く知っている②聞いた事はある③初耳である

① ②③

１００％

l年齢層別

未回答
及〆

§ﾛ=2'’

６２％

20歳代５ 1４６5７

５０％

①良く知っている②聞いた事はある③初耳である

② ③

２％

30歳代９

４％

40歳代７

２７％ ６９％

１４３

６７％

５５

５６％

ロ

２，＝２１３
Ⅱ

０％

5９

２８％

ｐ

１ｎ＝９８
Ｍ

未回答
メ／
ロ

３，＝５７２
Ⅱ

３５

7％ ３６％

Ｅ

１ｎ＝１０２
Ⅱ

６２

50歳以上 gM5 目脂、

５９

－７２－

６５％0％ ３４％

０％

１００％０％ ５０％

①良く知っている②聞いた事はある③初耳である

② ③

Ⅱ経験年数別

未回答
』／
ロ

３，＝２５Ｃ
Ⅱ

①

5年以下７

５０％

ロ

６

1７８6f２

７１％３％

6年以上１４

４％

１７０

１００％

3％２８％ ６９％

ｎ＝３７３

Ⅳ都市部･非都市部別

①

都市部８

６％

1３５

３３％

３３６非都市部１３ ｎ＝４９０

１００％

６６％

３５

６９％

Ⅲ本署･分署別

''｡=5’

①

本署２１

３８％

園０

３７５1７０

4％ ３０％

1５

０％２９％

③
｜
稗
認

分署[出張所］ ､Ｉ

１００％

末回答
』／
ロ

１，＝１３３
Ⅱ

５０％

①良く知っている②聞いた事はある③初耳である

② ③

0％



②思う回③あまり思わない

:.⑤わからない

③④⑤

'３】救急搬送改善への取り組み

未回答
ﾒ／

ｎ＝２５Ｃ

１００％

【Ｂ】－５．大分県にも、ｌＴを利用した情報共有システムの導入が
必要だと思いますか？

①強く思う

の全く思わない

②思う画③あまり思わない

！..:⑤わからない

未回答
』／

#n=624
③④

腿３１
１９％０％

⑤
’
一
曲
耐

①
顕
亜

②

》４９ｉ

全体 ３４１

５５％

一

行
Ⅱ
一
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

Ｆ

－７３－

０％

0％ ５０％ １００％

①強く思う

④全く思わない

②

②思う望③あまり思わない

龍⑤わからない

③④⑤

I年齢層別

未回答
ム／
ロ

２，＝２１１
｜ロ

①
旧
一
既
記
一
隅
９
｜
班
９
｜
醜

１００％

③

２３

１７％

９４

１９％

20歳代 lｌｉＩ 3２０，４８

５３％ １５％０％ ２３％

E3画
0％１４％

①
幅
而
一
“
｜
班

#Ⅱ=21330歳代 1０８ ４８ 8０

５１％ ２３％

①強く思う

①全く思わない

５４％

ロハ=98
2％６％

40歳代 5mｇ 副
一
認５９％

５５％

〆回答
|ｉｎ=,33
1Ⅱ

側
１
Ⅲ

50歳以上 6４ 1６０ 腿 ｎ＝１０２

６３％ １６％０％１２％

廼翻８

0％ ５０％ １００％

Ⅱ経験年数別

①

５年以下２１

８％

６年以上３８

１０％

①強く思う

④全く思わない

②

５０％

５０％

非都市部

;③あまり思わない

③④

ｕ

６ｎ二二４９o
ｎ

1３４

②思う

：､鷺⑤わからない

②

５４％ １８％０％２０％

７３回国
２０％１％１３％

ｎ＝５７２

#ﾛ=373210Ks

５５％

５６％

０％ ５０％ １００％

Ⅲ本署･分署別 ①強く思う②思う『;③あまり思わない

④全く思わない．:⑤わからない

②③④⑤‘ﾉ'ﾐ回答①
訂
而
２

Ⅳ都市部･非都市部別

ｌ
‐

１０７２８５ｉｉ本署 ３１４

分署[出張所］ ﾛ､=5’

１９％ 0％１５％

１１

２２％

２６ ｜ロ
2％

都市部

O9f

４％

１０

２０％

７４

５１％



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

ｉｓ】一ｓ・救急ネットワークの中心は、どこが主体となり運営する

全体

べきだと思いますか？

消防署①|唾】'5％

地方自治体② 1９６ ３１％

大学病院③|噸圃璽'''4％

地域中核病院④ ２０７ ３３％

その他⑤|園'6％

わからない⑥|震頭覇''3％

☆「その他」

（、＝１２）

、

の内容： >医師会（、＝５）

し岡（、＝２）

し国・県（、＝2）

し消防と病院から成り立つ組織

し関係機関すべて

>救急指令センター

－７４－

(複数1111答）

ｎ＝６２４

５０％ １００％



(３１救急搬送改善への取り組み

２７

恩

【３１－６．救急ネットワークの中心は、どこが主体となり運営するべきだと思いますか？

(複数'''1答）

I年齢層別
□20歳代□30歳代回40歳代□50歳以上

，11.:i…'２
消防署①l-Ll35

ｎ＝６２４

Ⅱ経験年数別

Ｒク

□5年以下□６年以上

７２’
地方自治体②

呑
皿
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
一

Ｆ

消防署①|割た

也茜画ｄｏ

ｎ＝６２４

ユ2]－

ｌｇＥ§i~室
園目

大学病院③

周

７N
｢６６」

地域中核病院④
Lii生…3６

，Ｈ３
Ｉ

その他⑤片L風５
3７

地方自治体②

｜｢3.1一わからない⑥

わからない⑥

'８８

－７５－

510 1００

1国＠

'３

51, 1００

１１倍

1７２

４３

９

1２４

1２７
大学病院③

旨汚

地域中核病院④



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

【３】－６．救急ネットワークの中心は、どこが主体となり運営するべきだと思いますか？

(複数'111群）

Ⅲ本署・分署別
口本署口分署（出張所） ｎ＝６２４

消防署①{｢戸2８

地方自治体②
1７７

gWZ
大学病院③

■1８

1９０
地域中核病院④

言'１７

Pmg
わからない⑥

'’４

目 園９ 1００ 1５０ 2００

Ⅳ都市部・非都市部別
口都市部口非都市部 ｎ＝６２４

消防署①Ｐ三３，９

'５８

1３７
地方自治体②

大学病院③
一屯'１９

７１

'２９
地域中核病院④ lⅧ目

'４

'３１その他⑤’

１１４一'１４
司呂

わからない⑥

ロ 副９ 1００ 1喝1６ 図0ｍ

－７６－



４０％

(３１救急搬送改善への取り組み

、

◎教育・法雅ｲIlliについて

＞救急隊典、｜ﾀﾐ師、矛謹師に対する救急医旅に関しての教育

＞救急隊此のモチベーション

し救急隊牧fjf

＞救命-ｋ以外の牧急隊典のレベルアップ

＞教育体制（再教育を含む）

し個々の隊典の救急に対･する知識

し救急車の適性利川

＞法整111iと脹師の道徳観

し澗防と救急の分離。二次・三次病院へのワークステーショ

ン化を強く望む。そうすることで救命率が変わってくると

思う。限illli・救命士との現場出動等で新たな救急医療体制

を作ってもらいたい。

＞条例の樹Illi（新設）

＞他域とのﾙﾐ療格錐をなくすこと。

＞体制の附築。桁神科の受入体制。

陰地域間の格薙をなくすこと。

＞辿儒システム

レ隊典のスキル

＞市民のモラル

【Ｂｌ－フ．円滑な患者搬送を行うために、今、大分県に足りない
ものは何だと思いますか？
（足りないと思われるもの２つまで選択）（襖数'''1答）

全体
n＝６２４

－７７－

『

救急隊員①’１３２１２１％ Ⅱ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

救急指令センター②’１１５１１８％

救急車③｢z庁18％

医師⑤

医療機関④ ２５２

☆「その他」の内容：（、＝２７）

◎医療機関について

＞受入体制

＞総合病院

＞マイナー科の救急併示瓶院

（精神科、眼科、耳鼻科）

＞医療機関の忠者受け入れの剛解

修医療機関の救急に対する協力体制

＞医療機関同士が本音で話し合う場（組織）

＞精神科、眼科、耳鼻科の救急指定病院

し精神科、小児科、産婦人科を併,没している

救命センター、あるいは二次瓶院

>医師が少ないとは思わない。医師が救急患

者を受け入れるようなシステムを考えた方

が良いと思う。補助等（金銭的、設備的）

＞医師と救急隊のコミュニケーション・理解

し救急に関する医師の共辿認識を即解

５０％ロ

４６％園部８

救急搬送システム。⑥’１６８127％
ネットワーク

市民への教育・啓蒙⑦’１５６125％

その他③回4％

わからない⑨唇2％

１００％



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

【３】－７‘ 円滑な患者搬送を行うために、今、大分県に足りないものは何だと思いますか？

(足りないと思われるもの２つまで選択）（複数1111椿）

l年齢層別 □20歳代□３０歳代□４０歳代□５０歳以上

｢z,;oＨ救急隊員①
LfLl.…2３

救急指令ｾﾝﾀー②｜＝粕｣25｣§§3６
１

撤慧軍③忌丁〒百ｺ2,

４８

医療機関④
1.無４２

医師⑤
雛?．…4７

救急搬送システム．⑥
ネットワーク

市民への教育・啓蒙⑦

その他③岸

わから藤い⑨馬ド
周

Ｌ４ＢＬ
５６

唾員画3９

L可

門'ﾗ…･こＵ

'１７

5０

｢７９戸

,．．…６２

Ⅱ経験年数別 □5年以下□６年以上

救急隊員①

救急指令センター②

救急車③

医療機関④

医師⑤

救急搬送システム．⑥
ネットワーク

市民への教育・啓蒙⑦

’２１
１２６

その他③巳当,８

わから芯い⑨ＲＥ
回

４Ｒ1４８

副§

'４９４９

616

1１０４

'１０２

６１1６１

1０７

７２1７３

gHｇ

劃、 １０Ｃ

－７８－

部目

lｑｎ

1００

1４８

1国９

ｎ＝６２４

1０３

ｎ＝６２４

1８２

２００



１３１救急搬送改善への取り組み

１３】－７． 円滑な患者搬送を行うために、今、大分県に足りないものは何だと思いますか？

(足りないと思われるもの２つまで選択）（複数'111答）

Ⅲ本署・分署別

救急隊員①

救急指令センター②

医療機関④

医師⑤

救急搬送システム．⑥
ネットワーク

市民への教育・啓蒙⑦

■'１２

国1１３

弓'２２

－１２６

■'１１

''４

その他③Iデ２４

わからない⑨眉'３

1V都市部・非都市部別

救急隊員①

救急指令センター②

目

一'１６

閉園'１６

救急童③Ｐ農

ＢＩＯ

医療機関④
'３５

医師⑤

救急搬送システム．⑥
ネットワーク

市民への教育・啓蒙⑦

その他③日１６

わからない⑨門,，
ロ

'４２

'４０

51,

口本署

1０２

口分署（出張所）

1２０

1５７

1５２

ｎ＝６２４

唇嬰９

２５８

1００１５０２００２５０３０Ｃ
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Ⅱアンケート結果

{４】有意差検定
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〈４】評価スケール(５段階)点数化による有意差検定

回答において評価スケールの選択肢がある質問項目について、順序尺度として点数化を行い、

下記の群Ⅲの平均値の検討を行いました(下表27質問項1-1対象)。「その他」と未ilil答分は除外し

ました。

■５段階評価：①→４点、②→３点、③→２点、④→１点、⑤→０点

－８３－

(４１有意差検定

NOL

【２１Ａ-１

函間項目

近年、救急搬送の人数が増加（救急利用率が増加）
していると思う

Ｄ４点

①強く思う

９３点

②思う

③２点

③あまり思わない

:4)１点

④全く思わない

⑤０点

⑤わからない

【2】Ａ-２

【2】Ａ-３

【2】A-４

【2】Ａ-５

【2】Ａ-６

【21A-７

【2】A-B

I21A-9

【2】Ａ-10

に1Ａ－１１ｉ

に】A-'2１

に】Ｂ-２

【2】Ｂ-６

に】B－７ｉ

【21Ｂ－Ｂ

【2】Ｃ-２

に】Ｃ-４

にｌＣ－５

【2】Ｃ-６

【2】Ｃ-７

に】Ｃ-９

に】Ｃ-10

【3】－１１

－２【３】

i百Fす

小児の軽症患者の救急搬送が増加していると思う

小児の重症の救急搬送が増加していると思う

高齢者の軽症患者の救急搬送が増加していると思う

高齢者の重症患者の救急搬送が増加していると思う

産科の重症悪者の救急搬送力姻加していると思う

輔神疾患の救急搬送が増加していると思う

｢コンビニ受診」と思われる患者を搬送した経験が
ある

｢タクシー代わり」のような患者搬送の経験がある

｢コンビニ受診」「タクシー代わり」のような患者搬
送は増えていると思う

患者が救急車を要請してきたとき、救急搬送の必要
ある悪者か否かの判断（トリアージ)をする施設(セ
ンター）は必要だと思う

｢コンビニ受診」「タクシー代わり」を回避するため
に、救急撮送の有料化が必要だと思う

現場から患者受入の病院照会で、いずれの病院とも
了解がとれずに困った経験がある

当地区の医師の平日の当直体制は整備されていると
思う

当地区の医師の休日の当直体制は整備されていると
思う

救急告示施設が多いために、照会する施設の選択に
難渋したという経験がある

これまで､いわゆる「患者のたらい回し」状態になっ
た経験がある

現行の救急隊員の数は足りていると思う

現場に行ったときに、一次・二次・三次救急の判定
の難しさを感じたことがある

一次･二次･三次救急の判断が､医師の判断と異なり、
病院間輸送を強いられた経験がある

患者搬入中に投薬の必要性を感じたことがある

リアルタイムでの患者搬送先候補となる病院に関す

る悩報の共有は必要だと思う

救急の楕報のやりとりに、もっとＩＴの技術の導入
をすべきだと思う

二次・三次医療施設から毎日、患者受入可否情報を
定時に集約し、殻送順位を決定する、ｌＴを利用した
佃報オペレーターセンターが必要だと思う

咽話による患者からの救急車の搬送要請の際、救急
搬送の必要性のある患者か否かを判断するトリアー
ジ基準を法令化するべきだと思う

患者を支援する｢住民相談窓口｣｢救急相談センター」
などをインターネットで運営することが、軽症患者
の搬送の減少につながると思う

【3】-５ 大分県にも、ＩＴを利用した惰報共有システムの導入
が必要だと思う

⑪強く思う

①非常にある

①非常に

①非常にのる

の非常にある

①非常にある

(i>非常にある

①頻回にある

(j>頻回にある

①強く思う

(1)強く思う

①強く思う

妙頻回にある

②ある

②ある

②ある

②ある

②ある

②ある

②時々ある

②時々ある

②思う

②思う

②思う

②時々ある

③あまりない

③あまりない

(3)あまりない

③あまりない

③あまりない

③あまりない

③ほとんどない

③ほとんどない

(3)あまり思わない

(3)あまり思わない

③あまり思わない

③ほとんどない

④全くない

④全くない

④全くない

④全くない

④全くない

④全くない

④全くない

④全くない

④全く思わない

④全く思わない

④全く思わない

④全くない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

①強く思う

①強く思う

①頻回にある

①頻回にある

①十分足りている

①頻回にある

(D頻回にある

①頻回にある

①強く思う

①強く思う

①強く思う

①強く思う

－

①強く思う

②思う

②思う

②時々ある

②時々ある

②足りている

②時々ある

②時々ある

②時々ある

一
つ
一
つ
一
つ

田
心
田
心
田
心

②
②
②

②思う

②思う

‘2．思う

(3)あまり思わない

③あまり思わない

③ほとんどない

③ほとんどない

(3)やや不足している

③ほとんどない

③ほとんどない

③ほとんどない

③あまり思わない

③あまり思わない

③あまり思わない

③あまり思わない

③あまり思わない

(3)あまり思わない

④全く思わない

④全く思わない

④全くない

④不足しているＩ

①全くない

④全くない

④全くない

④全く思わない

④全く思わない

④全く思わない

④全く思わない

④全く思わない

‘跡全く思わない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない

⑤わからない



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

(４】－１．経験年数別.Ｉ

項目名
５年以下

(ｎ＝250）

６年以上

(ｎ＝374）
ｐ値

【２１Ａ-１近年、救急搬送の人数が増加（救急利用率が増加）して3.1±0.8点3.4±0.6点く0.OOO1

いると思う

【2】Ａ-２小児の軽症患者の救急搬送が増加していると思う2.2±1.0点2.6±0.7点く０．０００１

【2】Ａ-３小児の重症の救急搬送が増加していると思う1.7±0.8点2.0±0.6点０.OOO8

【2】Ａ-４高齢者の軽症患者の救急搬送が増加していると思う3.1±0.8点3.2±0.7点0.4086

【2IA-5高齢者の重症患者の救急搬送が増加していると思う2.5±0.9点2.8±0.7点0.0079

【2】Ａ-６産科の重症患者の救急搬送が増加していると思う1.5±0.8点1.9±0.6点くO､OOO1

【2】A戸７精神疾患の救急搬送が増加していると思う2.4±1.0点2.9±0.8点く0.OOO1

【2】Ａ－Ｂ「コンビニ受診」と思われる患者を搬送した経験がある2.7±1.0点3.0±0.8点くO､OOO1

(２１Ａ－９「タクシー代わり」のような患者搬送の経験がある 3.2±0.7点3.2±0.5点0.2433

【2】Ａ-10「コンビニ受診」「タクシー代わり」のような患者搬送は2.9±0.9点3.1±0.8点0.0249
増えていると思う

【２】Ａ-１１ 患者が救急車を要請してきたとき、救急搬送の必要ある

患者か否かの判断（トリアージ）をする施設（センター）
は必要だと思う

2.4±1.1点2.8±0.9点く0.OＯＯ１

【2】Ａ-12「コンビニ受診」「タクシー代わり」を回避するために、2.0±1.0点2.3±1.0点0.0009

救急搬送の有料化が必要だと思う

(注）Mann-WhimeyのＵ検定

－５年以下－６年以上

【２１Ａ－１近年、救急搬送の人数が増加（救急利用率が増加）

【２】Ａ－７精神疾患の
救急搬送が増加していると思う

－８４－



【２１Ｃ-６一次・二次・三次救急の判断が、医師の判断と異なり、1.8±1.2点2.3±0.8点く０．０００１

病院間輸送を強いられた経験がある

１４】有意差検定

に】Ｃ-７患者搬入中に投薬の必要Ｉ性を感じたことがある

救急の判定の難しさを感じたことがある

(４】－１．経験年数別２

－８５－

５年以下

(ｎ＝250）

６年以上

(ｎ＝374）
項目名 ｐ値

【2】Ｃ-10救急の情報のやりとりに、もつとｌＴの技術の導入をすべ2.5±1.1点2.7±0.9点0.3021

きだと患う

【２】Ｂ-２現場から患者受入の病院照会で、いずれの病院とも了解2.5±0.9点2.9±0.6点く０.OOO1
がとれずに困った経験がある

１２】Ｂ-６当地区の医師の平日の当直体制は整備されていると思う2.2±1.1点２３±0.8点0.8598

【２】Ｃ-９リアルタイムでの患者搬送先候補となる病院に関する'情2.8±0.9点3.0±0.7点0.0547

報の共有は必要だと思う

Ｐ

に】Ｂ-７当地区の医師の休日の当直体制は整備されていると思う1.9±1.0点2.1±0.8点0.2758 『
ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

【2】Ｂ-８救急告示施設が多いために、照会する施設の選択に難渋1.4±0.9点1.8±0.7点くQOOO1

したという経験がある

【2】Ｃ-２これまで、いわゆる「患者のたらい回し」状態になった2.1±0.8点2.5±0.7点く0.0001
経験がある

１２】Ｃ-４現行の救急隊員の数は足りていると思う 1.8±0.8点1.5±0.8点く0.0001
Ｌ

【２】Ｃ-５現場に行ったときに、一次・二次・三次救急の判定の難2.1±1.3点2.8±0.7点く0.ＯＯＯ１

しさを感じたことがある

．

C－２これまで、いわゆる

「患者のたらい回し」
状態になった経験が

1.6±1.3点２．３±１．１点く０．０００Ｗ

患者

投薬

次
判
院
場

一
の
病
現

が、医師の判断と異なり、．､､．､.、２汀….………………；．.．’
輸送を強いられた経験がある．､蟻､、２．８；．,．．''.’

｡.､､f ％．･Ｐ．
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(注）Mann-WhimeyのＵ検定

－５年以下－６年以上

【２１Ｂ－２現場から患者受入の病院照会で、いずれの病院

-.............．~『！‐...．．･･･.､負：
座|つノＬ飛這泊天〃､Ｏクつ

地区の医師の平日の当直体
整備されていると思う

■
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の当直体制は整備
れていると思う
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だと

Ｅ
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／いために、照会
／

る施設の選択に
渋したという経
がある



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

Ｉ【４】－１．経験年数別Ｂ

項目名

１３】－１

(３１－２

１３】－３

(３】－５

二次・三次医療施設から毎日、患者受入可否情報を定時

に集約し、搬送順位を決定する、ＩＴを利用した情報オペ
レーターセンターが必要だと思う

電話による患者からの救急車の搬送要請の際、救急搬送

の必要性のある患者か否かを判断するトリアージ基準を

法令化するべきだと思う

患者を支援する「住民相談窓口」「救急相談センター」な

どをインターネットで運営することが、軽症患者の搬送

の減少につながると思う

５年以下

(ｎ＝250）

６年以上

(ｎ＝374）
p値

２４±1.1点2.7±1.0点０．００１７

2.0±1.1点2.3±1.0点０．０００３

2.4±0.9点2.4±1.0点0.4386

大分県にも、ＩＴを利用したI情報共有システムの導入が必2.3±1.3点2.5±1.1点０．１２６６

要だと思う

(注）Mann-WhimcyのＵ検定

－５年以下－６年以上

【3】－１二次．三次医療施設から毎日、患者受入可否情報を

側､、定時に集約し､搬送順位を決定する、,Tを利用した
／/214､、情報ｵぺﾚーﾀーｾﾝﾀーが必要だと思う
〃''’３２j:７，、

大分県にも、ｌＴを【3】-5寺………
利用した情報共有システムの．．、
導入が必要だと思う

>…….…同

ロ

－２電話による患者からの

救急車の搬送要請の際、
救急搬送の必要性の
ある患者か否かを判断
するトリアージ基準を
法令化するべきだと
思う

．.､･214/､．
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【3】当31患者を支援する「住民相談窓口」「救急相談センター」
などをインターネットで運営することが、軽症患者の
搬送の減少につながると思う

－８６－
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(４】有意差検定

L

．､･･･....…し....．･･･一一増加していると思う

【2】Ａ－７精神疾患の
救急搬送が増加していると思う

【４１－２.本署・分署別１

－８７－

本署

(ｎ＝５７２）

分署(出張所）

（ｎ＝５１）
項目名 ｐ値

患者が救急車を要請してきたとき、救急搬送の必要ある

患者か否かの判断（トリアージ）をする施設（センター）
は必要だと思う

【2】Ａ-１近年、救急搬送の人数が増加（救急利用率が増加）して3.3±0.7点3.1±0.9点０．１３３３
いると思う

【2】Ａ-２小児の軽症患者の救急搬送が増加していると思う2.5±0.9点2.4±0.8点０．４１７６

【2】Ａ-３小児の重症の救急搬送が増加していると思う1.9±0.7点1.9±0.6点0.7019

【2】A-４高齢者の軽症患者の救急搬送が増加していると思う３１±0.7点3.1±0.6点0.2309

【2】Ａ-５高齢者の重症患者の救急搬送が増加していると思う2.7±0.8点2.7±0.7点0.7626

【2】Ａ-６産科の重症患者の救急搬送が増加していると思う1.7±0.7点1.8±0.5点０．９１３４

【2】Ａ-７精神疾患の救急搬送が増加していると思う2.7±0.9点2.7±0.8点0.5315

【2】Ａ－Ｂ「コンビニ受診」と思われる患者を搬送した経験がある2.9±0.9点2.9±0.6点0.2954

【２】Ａ-９「タクシー代わり」のような患者搬送の経験がある3.2±0.6点3.2±0.5点0.6261

2.7±1.0点2.5±1.0点０．０８３３

F

を搬送した経験がある

【2ｌＡ－１２「コンビニ受診」「タクシー代わり」を回避するために、2.2±1.0点2.3±1.0点0.2745

救急搬送の有料化が必要だと思う

【2】Ａ-10「コンビニ受診」「タクシー代わり」のような患者搬送は3.0±０８点3.0±0.7点0.2916
増えていると思う

(２１Ａ-１１

－本署一分署(出張所）

に】Ａ－１近年、救急搬送の人数が増加（救急利用率が増加）

可｡｡－

(注）Mann-WhimeyのＵ検定



１２】Ｃ-７患者搬入中に投薬の必要性を感じたことがある

大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

【２】Ｃ－ｇリアルタイムでの患者搬送先候補となる病院に関する情2.9±0.8点3.0±0.6点0.6568

報の共有は必要だと思う

救急の判定の難しさを感じたことがある

【４】－２本署。分署別２

－８８－

分署(出張所）

（ｎ＝５１）

本署

(ｎ＝572）
ｐ値項目名

【2】Ｃ-10救急の情報のやりとりに、もっと|Ｔの技術の導入をすべ2.6±1.0点2.3±1.1点0.0082

きだと思う

【2】Ｂ-２現場から患者受入の病院照会で、いずれの病院とも了解2.8±0.7点2.7±0.9点0.3944
がとれずに困った経験がある

【2】Ｂ-６当地区の医師の平日の当直体制は整備されていると思う2.2±0.9点2.1±0.9点０．１３９９

【２】Ｂ-７当地区の医師の休日の当直体制は整備されていると思う2.0±0.9点1.9±0.9点０．１２０９

【2】Ｂ-８救急告示施設が多いために、照会する施設の選択に難渋1.7±0.8点1.5±1.0点Ｑ２１５４
したという経験がある

【2】Ｃ-２これまで、いわゆる「患者のたらい回し」状態になった2.3±0.8点2.4±0.7点0.9248

経験がある

【2】Ｃ-４現行の救急隊員の数は足りていると思う1.7±0.8点1.8±0.8点0.2998

【2】Ｃ-５現場に行ったときに、一次・二次・三次救急の判定の難2.5±1.0点2.5±1.0点0.7278
しさを感じたことがある

【2】Ｃ-６一次・二次・三次救急の判断が、医師の判断と異なり、2.1±1.0点2.2±1.0点0.5277
病院間輸送を強いられた経験がある

2.0±1.3点2.0±1.2点0.6474

２１Ｃ－４現行の救急隊員の数は足りていると思う

救急の
もつと

’
一

行ったときに、一次・二次・三次【２１Ｃ－５

(注）MaIm-WhimeVのＵ検定

一本署一分署(出張所）

【21Ｂ－２現場から患者受入の病院照会で、いずれの病院

《

リアル

患者搬
に関す
だと患

患者搬
投薬の

凸

一次・

の判断
病院間

現場に



2.5±1.0点２．５±0.9点０．４６５７

－８９－

、､､蜜4/、
、２郷，/′
､､.．ｉ，,．′
、､､．ｉ，.／
【3】皇3i,患者を支援する「住民相談窓口」「救急相談センター」
などをインターネットで運営することが、軽症患者の
搬送の減少につながると思う

－２電話による患者からの

救急車の搬送要請の際、
救急搬送の必要性の

ある患者か否かを判断
するトリアージ基準を
法令化するべきだと
思う

(４】－２本署・分署別Ｓ

２２，
．－…,－－【Ｓ１Ｚ１．．

分署(出張所）

（ｎ＝５１）

本署

(ｎ＝572）
項目名 ｐ値

大分県にも､lTを【3】-5尋…
利用したＩ情報共有システムの､､．.、
導入が必要だと思う

【３】－１ 二次・三次医療施設から毎日、患者受入可否情報を定時

に集約し、搬送順位を決定する、ｌＴを利用した情報オペ
レーターセンターが必要だと思う

一本署

１３】－２ 電話による患者からの救急車の搬送要請の際、救急搬送

の必要1性のある患者か否かを判断するトリアージ基準を
法令化するべきだと思う

2.2±1.1点２．１±1.1点０．２３９９

(４１有意差検定

『

而
些
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

(３１－３ 患者を支援する「住民相談窓口」「救急相談センター」な

どをインターネットで運営することが、軽症患者の搬送
の減少につながると思う

2.4±0.9点2.4±1.0点0.9738

１３】－５ 大分県にも、｜Ｔを利用したI情報共有システムの導入が必２５±1.2点2.1±1.3点0.0711

要だと思う

－分署(出張所）

【3】－１二次・三次医療施設から毎日、患者受入可否情報を

緋､、定時に集約し､搬送順位を決定する、lTを利用した
．；、､、’情報オペレーターセンターが必要だと思う

Ｌ

(注）Mann-WhitneVのＵ検定



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

(４】－３都市部。非都市部別１

項目名
都市部

(ｎ＝１３３）

非都市部

(ｎ＝490）
ｐ値

【２】Ａ-１近年、救急搬送の人数が増加（救急利用率が増加）して3.3±0.6点3.2±0.7点0.5614
いると思う

に】Ａ-２小児の軽症患者の救急搬送が増加していると思う

【２】Ａ-３小児の重症の救急搬送が増加していると思う

【2】Ａ-４高齢者の軽症患者の救急搬送が増加していると思う

【2】Ａ-５高齢者の重症患者の救急搬送が増加していると思う

【2】Ａ-６産科の重症患者の救急搬送が増加していると思う

【２】Ａ-７精神疾患の救急搬送が増加していると思う

2.8±0.9点2.4±0.9点く０．０００１

1.8±0.6点1.9±0.7点0.0233

3.3±０．７点3.1±0.7点0.0087

2.6±0.8点2.7±0.8点０．１５２９

1.7±0.7点1.7±０．７点０．４５０４

3.3±0.8点2.6±0.9点く0．０００１

I２１Ａ－Ｂ「コンビニ受診」と思われる患者を搬送した経験がある3.2±0.8点2.8±0.9点＜0.0001

{２】Ａ－ｇ「タクシー代わり」のような患者搬送の経験がある ３５±０．５点3.1±0.6点く0．０００１

【２】Ａ-10「コンビニ受診」「タクシー代わり」のような患者搬送は3.3±0.7点3.0±0.8点く０．０００１

増えていると思う

に】Ａ-１１ 患者が救急車を要請してきたとき、救急搬送の必要ある

患者か否かの判断（トリアージ）をする施設（センター）
は必要だと思う

3.0±0.9点2.6±1.0点く0．０００１

【２】Ａ-12「コンビニ受診」「タクシー代わり」を回避するために、2.5±1.0点2.1±1.0点＜O､OOO1

救急搬送の有料化が必要だと思う

（注）Mann-WhitnGyのＵ検定

一都市部一非都市部

【2】Ａ－１近年、救急搬送の人数が増加（救急利用率が増加）

【2】Ａ－７精神疾患の
救急搬送が増加していると思う

－９０－



【2】Ｂ-８救急告示施設が多いために、照会する施設の選択に難渋1.9±0.7点1.6±0.8点くO・OOO1
したという経験がある

(４１有意差検定

【2】Ｃ-２これまで、いわゆる「患者のたらい回し」状態になった2.2±0.7点2.4±0.8点0.0095
経験がある

救急の判定の難しさを感じたことがある

’【４】一ｓ・都市部 。非都市部別２

－９１

都市部

(ｎ＝133）

非都市部

(ｎ＝490）
項目名 ｐ値

b＆

【２】Ｂ-２現場から患者受入の病院照会で、いずれの病院とも了解2.6±0.7点2.8±0.8点Ｏ､OO25

がとれずに困った経験がある

(２１Ｂ-６当地区の医師の平日の当直体制は整備されていると思う2.6±0.8点2.1±0.9点く0.0001

【2ｌＣ－５現場に行ったときに、一次・二次・三次救急の判定の難2.6±0.8点2.5±1.1点0.7924
しさを感じたことがある

戸

【２】Ｂ-７当地区の医師の休日の当直体制は整備されていると思う2.3±0.9点1.9±0.9点くO､OOd 『
ｕ
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

2.3±0.9点２．１±１．０点０．０３４４

'２】Ｃ-７患者搬入中に投薬の必要1性を感じたことがある

(２】Ｃ-４現行の救急隊員の数は足りていると思う 2.0±0.9点1.6±0.7点くO､OＯＯ１

2.2±1.1点1.9±１．３点０．２８１７

【2】Ｃ-９リアルタイムでの患者搬送先候補となる病院に関する情3.0±0.6点2.9±0.9点0.9241
報の共有は必要だと思う

【2】Ｃ-６一次・二次・三次救急の判断が、医師の判断と異なり、
病院間輸送を強いられた経験がある

一都市部一非都市部

に】Ｂ－２現場から患者受入の病院照会で、いずれの病院

(注）Mann-WhimCyのＵ検定

【2】Ｃ-10救急の'情報のやりとりに、もっと|Ｔの技術の導入をすべ2.7±0.9点2.6±1.1点0.3035
きだと思う



大分県の救急患者搬送の現状と問題点調査

(４】－３都市部。非都市部別Ｓ

項目名

(３】－１

１３】－２

【３】－３

(３】－５

二次・三次医療施設から毎日、患者受入可否情報を定時

に集約し、搬送順位を決定する、ｌＴを利用した情報オペ
レーターセンターが必要だと思う

電話による患者からの救急車の搬送要請の際、救急搬送

の必要性のある患者か否かを判断するトリアージ基準を

法令化するべきだと思う

患者を支援する「住民相談窓口」「救急相談センター」な

どをインターネットで運営することが、軽症患者の搬送
の減少につながると思う

都市部

(ｎ＝１３３）

非都市部

(ｎ＝490）
ｐ値

2.6±0.8点2.5±1.1点０．４６８１

2.5±1.0点２１±1.1点０．０００５

2.5±0.8点2.4±1.0点０．６９５９

大分県にも、ｌＴを利用した情報共有システムの導入が必2.5±1.1点2.4±1.2点0.2986

要だと思う

(注）Manll-WhitnevのＵ検定

一都市部一非都市部

【3】－１二次・三次医療施設から毎日、患者受入可否情報を
４/|、定時に集約し、搬送順位を決定する、ｌＴを利用した

i情報オペレーターセン ターが必要だと思う

｡〆

大分県にも、ｌＴを【3】-5誉冬･……・
利用したI情報共有システムの．．．.、
導入が必要だと思う

ISl-2電話による患者からの
'．救急車の搬送要請の際、
救急搬送の必要性の
ある患者か否かを判断

するトリアージ基準を
法令化するべきだと
思う

【3】割患者を支援する「住民相談窓口」「救急相談センター」
などをインターネットで運営することが、軽症患者の
搬送の減少につながると思う

－９２－



Ⅲ付記

アンケート用紙



、
ノ

－９５－

救急隊員からみた大分県の救急患者搬送の現状と問題点

2004年医師の新研修医制度が導入され、医師の不足や医師の偏在、さらには診療科の偏在などが表在化し
ました。地域医療において、最も打撃を受けた一つとして、「救急医煉」があげられます。今回のアンケー
ト調査の目的は、大分県における救急患者搬送の現状を明らかにし、大分の救急体制はどうあるべきか、を
考える資料を作成することです。そのため、日頃から現場でご苦労されている救急隊員の皆様の生のご意見
を聞くこととしました。アンケートの質問項目は、救急搬送の「需要側（患者）」「搬送体制」「供給側
（病院）」の３つの観点から成ります。
救急隊員の皆様におかれましては、本アンケートの趣旨にご賛同いただき、ご協力いただきますよう、お
願い申し上げます。なお、本アンケート結果は、目的以外のことには使用せず、個人情報などの取り扱いに
は十分注意します。アンケートにお答え頂きましたら、各部署ご担当の方にお渡し下さい。ご担当の方は、
皆様の回答をまとめて10月１９日(金1までに返送していただければ幸いです。
（ご回答に要するお時間9分）

大分大学医学部付属
地域医療学センター(外科分野）

白石憲男

選択形式の質問につきましては、この用紙の右端の解答欄に該当する選択番号をご記入ください。

また、（）には、直接ご記入下さい。

問４

とをお教えください。１．あなたのこ

間1．年齢

（ )歳

間３

問２．’性別

男 女

問3．救急隊の経験年数

（ ）年

問4．ご所属の所轄

（

問4．高齢者の軽症患者の救急搬送が増加していると思いますか？

①非常にある②ある③あまりない

④全くない⑤わからない

問3．小児の重塑この救急搬送が増加していると思いますか？

①非常にある②ある③あまりない

④全くない⑤わからない

救急隊員からみた救急搬送の現状111

Ａ、需要側（患者側）

問1．近年、救急搬送の人数が増加（救急利用率が増加）していると思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない
間１

問2．小児の蛭迄患者の救急搬送が増加していると思いますか？

①非常にある②ある③あまりない

④全くない⑤わからない
1冊２



問９．「タクシー代わり」のような患者搬送のご経験はありますか？

①頻回にある②時々ある③ほとんどない

④全くない⑤わからない

問5.高齢者の重症患者の救急搬送が増加していると思いますか？

①非常にある②ある③あまりない

④全くない⑤わからない ■
■
■
■
■
■
■
■
■

国
四
回
四
国
四
国
国
回

問6.産科の重症患者の救急搬送が増加していると思いますか？

①非常にある②ある③あまりない

④全くない⑤わからない

問7.精神疾患の救急搬送が増加していると思いますか？

①非常にある②ある③あまりない

④全くない⑤わからない

問８．「コンピニ受診」と思われる患者を搬送したご経験はありますか？

①頻回にある②時々ある③ほとんどない

④全くない⑤わからない

問10．「コンビニ受診」「タクシー代わり」のような患者搬送は増えていると思い

ますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない

問11.患者が救急車を要請してきたとき、救急搬送の必要ある患者か否かの判断
（トリアージ）をする施設（センター）は必要だと思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない

－９６－

問12．「コンビニ受診」「タクシー代わり」を回避するために、救急搬送の有料化
が必要だと思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない

Ｂ・供給側（病院側）

問1.現場から患者受入の病院照会は、どのようにして行っていますか？

①現場より自ら直接（電話）連絡する②所轄消防署からの指示

③ その他（）



問5.現場から患者受入の病院照会に応じてもらえない理由で最も多い理由はどれ

ですか？

①満床で入院ができない②専門科（医師）がない．治療ができない

③医師が手術中・処置中で対応ができない

④患者がかかりつけではない⑤検査ができない⑥医師が不在である

⑦その他（）⑧わからない

問2.現場から患者受入の病院照会で、いずれの病院とも了解がとれずに困った経
験はありませんか？

①頻回にある②ある③あまりない

④全くない⑤わからない 圧
正

問3.現場から患者受入の病院照会に応じてもらえないことの多い時間帯はいずれ
ですか？

①ウイークデイの日勤帯②ウイークデイの夜間帯

③休日（土日・祝日）の日勤帯④休日の夜間帯⑤わからない

問4.現場から患者受入の病院照会に応じてもらえないことの多い診療科はいずれ

ですか？

①内科系具体的な科があれば（）科

②外科系具体的な科があれば（）科

③産婦人科④小児科⑤眼科・耳鼻科など（いわゆるマイナー科）

⑥その他（）⑦わからない 圧

工
而
圧
丁

問6.貴地区の医師の茎且の当直体制は整備されていると思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない

－９７－

問7.貴地区の医師の佐旦の当直体制は整備されていると思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない

問8.救急告示施設が多いために、照会する施設の選択に難渋したというご経験は

ありませんか？

①頻回にある②ある③ほとんどない

④全くない⑤わからない



問4.現行の救急隊員の数は足りていると思いますか？

①十分足りている②足りている③やや不足している

④不足している⑤わからない

問9.患者搬送時間の延長の原因は、次のうち、どのような理由だと思いますか？

（多いもの２つまで選択ください）

①病院の受入体制の不備②医師不足による受入体制の不備

③患者・患者家族の希望④病院照会の指示・情報伝達の不足

⑤救急隊の患者病態判断の遅延⑥患者の処置

⑦救急搬送に対する社会の協力不足

⑧その他（）⑨わからない

Ｃ､搬送体制

間1.患者搬送で最もご苦労されることは何ですか？

①搬送先の決定②医療機関への患者情報の伝達③患者の処置

④患者・患者家族への応対⑤救急車の運転

⑥その他（）⑦わからない Ｔ
工
工
正
庄
工
正

問2.これまで、いわゆる「患者のたらい回し」状態になったご経験がありますか？

①頻回にある②ある③ほとんどない

④全くない⑤わからない

問3.救急搬送に関するマスコミの報道をどのようにみていますか？

①真実が多く好意的である②虚偽が多く嫌悪感を抱く

③客観的にみている④憤りを感じる⑤みないようにしている

⑥なんとも思わない⑦その他（）

⑧わからない

問6.一次・二次・三次救急の判断が、医師の判断と異なり、病院間輸送を強いら

れた経験はありますか？

①頻回にある②ある③ほとんどない

④全くない⑤わからない

－９８－

問5.現場に行ったときに、一次・二次・三次救急の判定の難しさを感じたことは

ありますか？

①頻回にある②ある③ほとんどない

④全くない⑤わからない

問7.患者搬入中に投薬の必要性を感じたことはありますか？

①頻回にある②ある③ほとんどない

④全くない⑤わからない

間９



間１２

問12．ドクターヘリの要請は、どのような時にすべきだと思いますか？

①分単位で救命処置が必要な時②時間単位で救命処置が必要な時

③搬送先までの距離が長い時④患者が希望する時

⑤その他（）⑥わからない

問8.救急車出動の際、救急車出動要請のあった電話連絡から得られた患者‘情報の

共有（救急隊員との間に）は十分だと思いますか？

①現行のままで十分だと思う②あまり十分だと思わない

③全く十分だと思わない④わからない

問８

問9.リアルタイムでの患者搬送先候補となる病院に関する‘情報の共有は必要だと

思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない
間9

問10.救急の’情報のやりとりに、もっとITの技術の導入をすべきだと思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない

問lＣ

問11．ドクターカーの利点はどのようなことだと思いますか？

①迅速な救命処置が可能②医師による迅速なトリアージが可能

③医療機関への患者搬送の迅速化④救急隊員の負担軽減

⑤その他（）⑥わからない
Ⅲ
付
記

戸

」

問１

問4.佐賀県で始めたITを利用した'情報共有システム「９９さがネット」を知って
いますか？

①良く知っている②聞いた事はある③初耳である

－９９－

問2.電話による患者からの救急車の搬送要請の際、救急搬送の必要性のある患者

か否かを判断するトリアージ基準を法令化するべきだと思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない

Ⅲ､救急搬送改善への取り組み

問1．二次・三次医療施設から毎日、患者受入可否情報を定時に集約し、搬送順位

を決定する、ＩＴを利用した情報オペレーターセンターが必要だと思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない
問１

問２

問3.患者を支援する「住民相談窓口」「救急相談センター」などをインターネッ
トで運営することが、軽症患者の搬送の減少につながると思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない
問３

問４



問7.円滑な患者搬送を行うために、今、大分県に足りないものは何プ

か？（足りないと思われるものの順に２つまで選択してください）

大分県に足りないものは何だと思います

問5.大分県にも、ＩＴを利用した情報共有システムの導入が必要だと思いますか？

①強く思う②思う③あまり思わない

④全く思わない⑤わからない 圧
工

問6.救急ネットワークの中心は、どこが主体となり運営するべきだと思いますか？

①消防署②地方自治体③大学病院④地域中核病院

⑤その他（）⑥わからない

④医療機関

⑨わからない

①救急隊員②救急指令センター

⑤医師⑥患者搬送システム・ネッ

⑦市民への教育・啓蒙⑧その他（

ー③救急車

･ネットワーク

ご協力、ありがとうございました。

）

１００－

問７
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